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前
稿
に
引
き
続
き
、
市
原
郡
内
に
け
る
漢
文
石
碑
・
資
料
の
翻
刻
を
行
っ
て
ゆ

く
。

　

な
お
、
本
調
査
研
究
は
、
前
稿
と
同
様
、
各
石
碑
・
資
料
を
お
持
ち
の
方
々
、

地
域
の
方
々
の
寛
大
な
ご
厚
意
・
ご
助
力
の
お
か
げ
で
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
改
め
て
深
甚
の
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

凡
例

一 

、
本
稿
で
取
り
扱
う
漢
文
碑
・
資
料
は
、
各
時
代
の
価
値
観
や
生
活
誌
が

窺
え
る
も
の
や
、
歴
史
的
事
件
を
表
記
し
た
も
の
な
ど
、
文
化
的
・
歴
史

的
価
値
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。

一 

、
単
に
物
故
者
の
俗
名
や
戒
名
、
係
累
、
没
年
月
日
な
ど
だ
け
を
記
し
た

も
の
は
基
本
的
に
省
く
。
ま
た
、
宝
塔
の
類
も
、
通
常
、
陀
羅
尼
経
の
文

言
を
連
ね
た
に
と
ど
ま
る
た
め
、
基
本
的
に
対
象
か
ら
外
す
。
但
し
、
高

名
な
漢
学
者
に
よ
る
文
は
、
そ
れ
自
体
、
文
化
的
価
値
を
有
す
る
も
の
で

あ
る
た
め
、
全
て
翻
刻
の
対
象
に
入
れ
る
。
さ
ら
に
、
代
官
名
主
、
名
主

家
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
地
域
で
長
期
間
に
わ
た
り
名
望
家
と
目
さ
れ
て

き
た
と
同
時
に
、
地
域
の
歴
史
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
存
在
で
あ
っ
た
と

い
う
歴
史
的
意
味
に
基
づ
き
、
特
記
す
る
場
合
が
あ
る
。

一 

、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
異
体
字
・
隷
書
・
篆
書
・
草
書
は
、
で
き
る
限

り
正
字
体
に
直
す
。

一 

、
原
文
は
基
本
的
に
全
て
白
文
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
句
点
を
施
す
こ
と

と
す
る
。（
但
し
、
一
部
の
も
の
に
は
、
も
と
も
と
句
点
が
付
さ
れ
て
い

た
た
め
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
反
映
さ
せ
る
。
そ
の
際
は
そ
の
旨
特
記
す

る
。（

一 

、
判
読
不
能
の
箇
所
に
は
□
を
附
し
、
脈
絡
や
残
存
字
形
か
ら
類
推
し
て

読
み
取
っ
た
文
字
は
（　

（
で
覆
っ
て
表
記
す
る
。
空
白
箇
所
に
は
（
空
（

を
付
す
る
。

一
、
原
文
は
追
込
み
で
表
記
す
る
こ
と
と
し
、
改
行
は　

」　

で
表
す
。

一 
、
行
政
区
画
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
、
明
治
三
十
年
四
月
施
行
の
「
郡
」

表
記
、
明
治
初
期
に
お
け
る
「
村
」
表
記
を
用
い
、
さ
ら
に
村
内
の
集
落

に
つ
い
て
は
「
〇
〇
地
区
」
と
表
記
す
る
。

千
葉
県
市
原
市
に
お
け
る
漢
文
石
碑
・
資
料
の
翻
刻
（
二
（

辻　

井　

義　

輝
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資
料
十
七
　
井
口
松
山
翁
碑

　

当
該
資
料
は
、
旧
海
保
村
中な

か
や谷

地
区
の
井
口
繁
利
（
屋
号
「
材
木
屋
新
宅
」（

邸
先
に
現
存
す
る
石
碑
で
あ
る
。
該
碑
に
つ
い
て
は
『
千
葉
県
内
石
碑
一
覧
』

（
千
葉
県
図
書
館
、
昭
和
九
年
（
十
五
頁
に
そ
の
存
在
が
記
さ
れ
て
以
来
、
全
く

調
査
・
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
該
碑
の
主
人
公
・
井
口
松
山
は
、
天
保

三
年
（
一
八
三
二
（
五
月
に
生
ま
れ
、
諱
を
勝
、
字
を
季
子
、
通
称
を
勝
次
郎
、

後
に
改
め
て
兼
三
郎
と
い
い
、
旧
海
保
村
中
谷
地
区
永な

が
づ津

の
小お

で手
要
助
と
モ
セ
の

子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
小
手
家
（
屋
号
「
に
え
」（
は
、
里
見
義
弘
の
後
裔
と
言

わ
れ（

（
（

、
代
々
、
勝
右
衛
門
を
称
し
、
旧
海
保
村
小
出
領
名
主
を
務
め
て
き
た（

（
（

。
元

来
、「
小
出
」
姓
を
有
し
て
い
た
が
、
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
際
に
、「
小
手
」
と

称
し
た（

（
（

。
該
碑
に
小
出
要
助
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
松
山

は
、
若
年
時
、
学
問
を
峰
嶋
来
山
に
教
わ
り（

（
（

、
の
ち
井
口
四
郎
右
衛
門
（
屋
号

「
材
木
屋
」（
に
見
込
ま
れ
、
そ
の
養
子
と
な
っ
た
。
慶
應
元
年
（
一
八
六
五
（
に

小
出
領
名
主
に
就
き
、
同
三
年
（
一
八
六
七
（
に
領
主
に
そ
の
功
績
を
高
く
賞
さ

れ
た（

（
（

。
そ
の
後
、
す
ぐ
大
政
奉
還
と
な
り
、
決
起
し
た
幕
府
遺
臣
数
百
人
が
旧
海

保
村
に
押
し
寄
せ
て
、
食
糧
な
ど
の
供
給
を
命
じ
に
来
る
と
、
ほ
か
の
名
主
た
ち

が
み
な
逃
げ
隠
れ
す
る
中
、
一
人
毅
然
と
し
て
応
対
し
、
五
十
両
を
献
金
し
た
と

い
う
。
そ
も
そ
も
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
（、
江
戸
開
城
に
不
満
を
持
っ
た
福

田
八
郎
右
衛
門
は
、
洋
式
陸
軍
歩
兵
隊
で
あ
る
撒さ

っ
ぺ
い
た
い

兵
隊
（
市
原
郡
で
は
義
軍
と
呼

ば
れ
た
（
を
率
い
て
江
戸
城
を
脱
出
し
、
同
四
月
十
日
ま
で
に
望
陀
郡
真ま

り
や
つ

里
谷
に

本
陣
を
敷
い
た
。『
市
原
市
史
』
中
巻
、
九
四
一
〜
九
四
二
頁
で
は
、
そ
の
後
、

閏
四
月
五
日
に
は
、
市
原
郡
を
含
む
周
辺
の
村
々
に
御
用
金
を
命
じ
た
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。
松
山
の
献
金
は
こ
の
日
の
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
後
、
閏
四
月
七
日
、

養
老
川
に
お
け
る
出
津
の
渡
し
附
近
で
、
官
軍
に
よ
る
攻
撃
に
よ
り
、
撒
兵
隊
が

わ
ず
か
二
時
間
余
り
で
総
崩
れ
と
な
る
と
、
早
速
、
撒
兵
隊
の
掃
討
作
戦
が
遂
行

さ
れ
た
。
該
碑
で
は
、
そ
の
際
、
松
山
は
官
軍
に
責
任
を
問
わ
れ
た
も
の
の
、
毅

然
と
し
て
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
分
隊
長
山
下
某

（
（
（

が
そ
の
剛
胆
さ
に
感
服
し
て
、

不
問
に
付
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
危
難
を
潜
り
抜
け
た
松
山
は
、
廃
藩
置

県
後
、
一
転
し
て
、
教
育
を
施
す
こ
と
を
使
命
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
郷
里
の

子
弟
に
学
問
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
翌
五
年
（
一
八
七
二
（

に
は
、
自
己
の
学
問
の
深
度
を
真
摯
に
反
省
し
、
い
っ
た
ん
東
京
に
亀
田
鶯
谷

（
（
（

の

も
と
に
学
び
直
し
に
ゆ
き
、
帰
郷
後
、
改
め
て
郷
里
の
子
弟
に
学
問
を
教
え
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
（
に
は
、
郷
里
に
英

語
を
理
解
す
る
者
が
少
な
い
こ
と
を
嘆
き
、
菁
菁
英
學
校
を
設
立
し
、
漢
学
・
数

学
・
英
語
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。
子
孫
の
井
口
繁
利
氏
に
よ
れ

ば
、
松
山
は
本
宅
で
あ
る
「
材
木
屋
」
の
敷
地
で
は
な
く
、
二
男
啓
蔵
が
分
家
し

て
作
っ
た
「
材
木
屋
新
宅
」
の
屋
敷
の
二
階
で
、
子
弟
た
ち
を
教
え
て
い
た
と
い

う
話
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
松
山
は
、
明
治
三
十
七
年

（
一
九
〇
四
（
二
月
十
六
日
、
七
十
三
歳
で
死
去
し
た
。
そ
の
人
柄
に
つ
い
て
、

撰
者
・
村
山
自
彊

（
（
（

は
、「
剛
毅
清
廉
に
し
て
、
一
に
至
誠
を
以
て
事
に
當
た
る
。

其
の
辯
は
訥
な
り
と
雖
ど
も
、
講
學
の
音
吐
は
巨
大
に
し
て
、
諄
諄
と
し
て
人
を



133（辻井義輝）

し
て
感
動
せ
し
む
」
と
称
し
、
私
利
私
欲
に
走
る
世
の
中
の
風
潮
に
あ
っ
て
、
松

山
の
よ
う
に
学
問
を
好
み
、
職
分
を
尽
く
し
て
、
世
の
中
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る

者
は
、「
奇
傑
の
士
」
と
い
う
べ
き
だ
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

［
題
額
］

　
　

松
山
翁
碑

［
表
］

　
　

井
口
松
山
翁
碑 

冥
冥
村
山
自
彊
撰
文

翁
諱
勝
、
字
季
子
、
通
稱
勝
次
郎
、
後
改
兼
三
郎
、
井
口
氏
、
上
總
國
市
原
郡
東

海
村
海
保
人
也
、」
父
曰
小
出
要
助
、
母
名
茂
世
、
幼
頴
悟
、
有
才
幹
、
就
峰
嶋

來
山
修
學
、
孜
孜
不
怠
、
井
口
四
郎
右
」
衛
門
、
愛
其
才
學
、
養
爲
子
、
以
長
女

妻
之
、
翁
繼
其
家
、
勤
稼
穡
、
有
公
事
、
則
先
衆
服
務
、
慶
應
元
」
年
正
月
、
領

主
小
出
氏
、
擢
爲
名
主
、
三
年
十
二
月
、
賞
其
功
勞
、
賜
酒
盃
及
黄
金
若
干
、
蓋

異
數
」
也
、
徳
川
將
軍
之
奉
還
政
權
、
幕
臣
不
悦
、
結
黨
爲
團
將
起
、
人
心
恟

恟
、
物
情
騷
然
、
翁
於
此
際
」
從
容
自
若
、
不
變
素
行
、
明
治
初
、
幕
府
遺
臣
數

百
人
、
來
海
保
招
名
主
、
託
以
輜
重
事
、
當
時
海
」
保
名
主
有
四
人
、
其
三
人
則

畏
縮
潛
避
、
翁
獨
毅
然
諾
之
、
自
出
金
五
拾
兩
充
費
、
遺
臣
戰
于
」
養
老
川
、
不

利
敗
走
、
官
軍
詰
責
翁
、
翁
不
動
聲
色
、
徐
對
以
盡
我
、
分
隊
長
山
下
某
、
竊
服

其
剛
」
膽
、
不
問
罪
、
四
年
、
廢
藩
置
縣
、
翁
以
敎
育
自
任
、
授
鄕
里
子
弟
、
五

年
十
月
、
翁
以
爲
我
學
未
深
、」
恐
毀
人
之
子
、
乃
赴
東
京
、
從
龜
田
鶯
谷
問
經

義
、
王
修
周
程
之
學
、
造
詣
尤
深
、
歸
鄕
弟
子
益
」
進
、
翁
又
槪
鄕
子
弟
學
英
文

者
尠
、
十
九
年
設
菁
菁
英
學
校
、
聘
英
語
敎
師
、
竝
置
漢
數
學
以
」
敎
授
焉
、
先

是
長
子
要
藏
病
歿
、
二
子
啓
藏
、
三
子
要
太
郎
別
家
、
孫
曰
四
郎
、
尚
幼
、
翁
再

視
家
」
事
、
三
十
七
年
二
月
、
罹
病
遂
不
起
、
實
是
月
十
六
日
也
、
距
生
天
保
三

年
五
月
、
享
年
七
十
三
、」
葬
邑
中
塋
域
、
翁
爲
人
、
剛
毅
清
廉
、
一
以
至
誠
當

事
、
其
辯
雖
訥
、
講
學
音
吐
巨
大
、
諄
諄
使
人
」
感
動
、
頃
者
門
人
故
舊
、
欲
建

碑
以
傳
不
朽
、
徴
余
文
、
誼
不
可
辭
、
嗚
呼
、
擧
世
滔
滔
趨
利
務
私
、」
視
企
圖

世
益
者
、
反
嘲
爲
俗
務
迂
遠
之
輩
、
如
翁
讀
書
好
學
、
克
勤
職
業
盡
本
分
、
有
補

益
世
」
道
人
心
、
可
謂
奇
傑
之
士
矣

　
　
　
　

從
七
位
熊
田
淳
篆
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
堂
小
出
寛
作
書

　
　
　
　
　

大
正
五
年
十
二
月
下
澣 

橋
本
七
之
助
刻

資
料
十
八
　
松
山
井
口
兼
三
郎
墓

　

当
該
資
料
は
、
前
記
井
口
松
山
の
墓
碑
で
あ
る
。
新
発
見
資
料
で
あ
る
。
旧
海

保
村
中
谷
地
区
の
井
口
家
墓
地
内
に
現
存
す
る
。
撰
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の

資
料
か
ら
は
、
松
山
が
佐
助
と
も
称
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
松
山
が
井
口
家
に
養

子
に
来
た
の
が
十
六
歳
の
と
き
（
弘
化
四
年
、
一
八
四
七
（
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
ま
た
、
松
山
の
人
柄
に
つ
い
て
、「
清
廉
剛
直
に
し
て
、
勤
勞
を
厭
わ
ず
」

と
も
称
さ
れ
、
こ
の
人
物
の
更
な
る
一
面
を
窺
い
知
れ
る
。

［
表
］

　
　

松
山
井
口
兼
三
郎
墓
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［
左
］

翁
諱
勝
、
字
季
子
、
號
松
山
、
通
稱
勝
次
郎
、
後
」
改
佐
助
、
又
兼
三
郎
、
天
保

三
年
五
月
十
四
」
日
、
海
保
小
手
家
誕
、
考
要
助
、
翁
其
二
男
也
、」
齢
十
六
、

出
繼
井
口
氏
、
資
性
清
廉
剛
直
、
不
」
厭
勤
勞
、
擢
爲
名
主
役
、
執
務
勤
勉
、
功

績
不

［
裏
］

尠
矣
、
翁
幼
好
學
、
長
學
于
峰
島
氏
、
更
入
龜
」
田
鶯
谷
門
、
造
詣
不
淺
焉
、
老

年
集
徒
、
敎
授
」
典
墳
、
數
歳
、
蒙
其
薫
陶
者
、
及
數
百
人
云
、」
翁
有
三
男
、

長
要
藏
、
仲
啓
藏
、
季
曰
要
太
郎
、」
明
治
三
十
七
年
二
月
十
六
日
卒
、
享
年
七
」

十
三
、
諡
曰
精
兼
院
文
翁
惠
眞
居
士

［
右
］

　
　
　

大
正
五
年
二
月
十
六
日
建
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井　

口　

啓　

藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井　

口　

要
太
郎

資
料
十
九
　
井
口
要
蔵
碑

　

当
該
資
料
は
、
前
記
井
口
松
山
の
長
男
・
要
蔵
の
墓
碑
で
あ
る
。
新
発
見
資
料

で
あ
る
。
旧
海
保
村
中
谷
地
区
の
井
口
家
墓
地
内
に
現
存
す
る
。
該
碑
に
よ
れ

ば
、
海
保
の
地
は
、
も
と
も
と
養
蚕
に
適
し
た
土
地
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
十
二

年
（
一
八
八
九
（、
政
府
の
養
蚕
奨
励
を
受
け
て
、
要
蔵
も
奮
発
し
て
数
十
頃
の

桑
畑
を
設
け
、
養
蚕
に
取
り
組
ん
だ
も
の
の
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
（
に

病
気
に
な
り
、
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
撰
文
は
亀
田
鶯
谷
の
嗣
子
で
あ
る

亀
田
雲
鵬
で
、
碑
文
の
上
部
に
あ
し
ら
わ
れ
た
桑
籠
の
絵
も
雲
鵬
に
よ
る
。
書
は

中
島
撫
山
に
よ
る
。
中
島
撫
山
は
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
（、
江
戸
江
東
の

亀
戸
に
生
ま
れ
、
名
を
慶
太
郎
と
い
っ
た
。
亀
田
綾
瀬
の
門
に
入
り
、
綾
瀬
の
死

後
は
、
そ
の
養
子
鶯
谷
の
門
に
入
り
、
鶯
谷
門
下
五
俊
秀
の
筆
頭
と
目
さ
れ
た
。

安
政
四
年
、
両
国
矢
ノ
倉
に
私
塾
「
演
孔
堂
」
を
開
き
、
慶
応
三
年
に
は
武
州
久

喜
に
移
っ
て
、
私
塾
「
幸
魂
教
舎
」
を
開
き
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
（
六

月
に
死
亡
し
た
。
作
家
・
中
島
敦
の
祖
父
に
あ
た
る
（
村
山
吉
廣
氏
『
漢
学
者
は

い
か
に
生
き
た
か
〈
近
代
日
本
と
漢
学
〉』
大
修
館
書
店
、
一
九
九
九
。
四
十
九

〜
六
十
三
頁
（。
該
碑
で
は
、
井
口
要
蔵
が
死
亡
す
る
と
、
そ
の
遺
子
・
四
郎
が

亀
田
雲
鵬
の
も
と
を
訪
れ
、「
先
生
と
撫
山
居
士
と
は
、
曾
て
弊
廬
に
豫

た
の
しし

み
て
先

人
を
識
る
」
と
述
べ
た
と
あ
る
。「
撫
山
中
島
先
生
略
年
譜
」（
第
二
回
特
別
展
「
中

島
撫
山
没
後
一
〇
〇
年
展
」
久
喜
市
、
二
〇
一
一
（
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
（
五
月
、
撫
山
は
念
願
の
松
島
に
遊
ん
だ
後
、
秋
に
木
更
津
に
遊
び
、

更
に
上
総
の
国
分
寺
を
尋
ね
た
と
あ
る
の
で
、
中
島
撫
山
が
井
口
家
を
訪
ね
た
の

は
、
こ
の
明
治
二
十
二
年
秋
の
こ
と
と
思
わ
れ
る（

（
（

。

［
題
額
］

　
　

富
邦
凱
業

［
表
］

海
保
之
鄕
、
地
宜
蠶
桑
、
其
夙
識
之
、
而
從
其
業
者
、
爲
要
藏
君
、」
君
乃
井
口
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翁
之
長
子
也
、
明
治
己
丑
、
官
亦
給
桑
於
村
」
民
而
勸
之
、
君
喜
且
奮
、
更
闢
村

南
高
阜
之
地
、
以
爲
桑
田
」
數
十
頃
、
新
營
蠶
室
、
將
大
有
所
爲
、
歳
辛
卯
之
二

月
、
罹
病
」
不
起
、
齢
廑
四
十
二
、
可
惜
哉
、
然
家
自
是
知
其
利
、
今
則
樹
」
桑

盈
鄕
矣
、
今
茲
嗣
（
空
（
四
郎
、
將
建
石
、
以
爲
神
游
之
處
、
來
」
請
曰
、
先
生

與
撫
山
居
士
、
曾
豫
弊
廬
而
識
先
人
、
詩
書
畫
」
又
先
人
之
所
好
、
願
得
二
先
生

之
揮
蹟
、
以
代
銘
劖
、
泉
下
」
之
喜
可
知
也
、
余
乃
漫
畫
桑
籃
、
且
係
以
古
風
一

篇樹
桑
亞
樹
粟
、
富
邦
官
所
督
、
々
之
人
未
習
、
子
乃
」
前
既
勖
、
景
岡
符
周
詩
、

猗
伐
同
豳
俗
、
勿
謂
伊
人
」
亡
、
鄕
阡
趁
歳
綠

　
　

明
治
丗
年
丁
酉
冬
十
有
二
月

　
　
　

東
京　

雲
鵬
龜
田
英
識　

撫
山
島
慶
作
字

資
料
二
十
　
稿
本
「
谷
君
鹿
門
壽
藏
記
」

　

当
該
資
料
は
、
旧
海
保
村
中
郷
地
区
の
鴇
矢
元
彰
家
に
現
存
す
る
稿
本
で
あ

る
。
紙
に
毛
筆
で
書
か
れ
た
も
の
で
、
各
所
に
朱
色
で
句
点
が
打
た
れ
、
段
落
の

終
点
を
意
味
す
る
と
思
し
い
」
形
の
記
号
も
朱
色
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
著
者

は
、
大
田
玄
齢
（
一
八
〇
一
〜
一
八
六
七
（

（
10
（

で
あ
る
。
こ
の
寿
蔵
記
の
主
人
公
で

あ
る
谷
鹿
門
と
は
、
鴇
矢
鹿
門
（
一
七
九
八
〜
一
八
六
二
（
の
こ
と（

11
（

で
、
名
を
元

鼎
、
字
を
鎮
卿
、
も
し
く
は
啓
藏
、
子
謙
、
瀛
海
な
ど
と
い
い
、
鹿
門
の
ほ
か
、
致

一
斎
、
一
斎
、
帰
耕
軒
な
ど
と
も
号
し
た
。
市
原
郡
を
代
表
す
る
儒
者
で
あ
る
。

そ
の
父
・
郡
平

（
12
（

は
、
虎
右
衛
門
と
通
称
し
、
海
保
村
小
出
領
の
名
主
を
務
め
た（

13
（

。

鹿
門
の
寿
蔵
記
は
、
大
田
玄
齢
が
上
総
を
尋
ね
た
際
、
帰
路
、
鹿
門
を
尋
ね
る

と
、
鹿
門
と
そ
の
養
子
元
忠

（
14
（

や
弟
子
た
ち
に
書
い
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
も
の
だ

と
い
う
。当
該
稿
本
に
よ
れ
ば
、鹿
門
は
十
一
歳
の
時（
文
化
五
年
、一
八
〇
八
（、

大
田
錦
城
（
一
七
六
五
〜
一
八
二
五
（

（
15
（

の
門
に
入
り
、
玄
齢
と
「
竹
馬
の
交
」
を

交
わ
し
た
。
だ
か
ら
、
鹿
門
の
来
歴
を
知
る
の
は
自
分
以
外
に
い
な
い
と
思
い
、

そ
の
た
め
に
引
き
受
け
た
と
い
う
。
鹿
門
は
、
子
ど
も
の
と
き
、
遊
び
を
好
ま

ず
、
服
装
や
居
住
ま
い
を
正
し
、
す
で
に
老
成
し
て
い
る
風
が
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
楽
器
が
鳴
れ
ば
、
興
に
乗
っ
て
詩
文
を
書
き
、
暮
れ
て
か
ら
は
、
灯
し
の
油

が
尽
き
る
ま
で
、
書
物
を
読
み
ふ
け
っ
た
の
だ
と
い
う（

16
（

。
十
七
、八
歳
（
文
化

十
一
、
十
二
年
。
一
八
〇
四
、一
八
〇
五
（
に
な
る
と
、
そ
の
学
問
が
大
い
に
進

み
、
大
田
錦
城
の
学
説
を
詳
細
に
探
っ
て
、
ノ
ー
ト
に
綴
り
、
そ
れ
ら
を
尽
く
暗

記
し
、「
五
経
笥
」
と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
と
い
う
。
の
ち
、
江
戸
で
私
塾

を
開
い
て
成
功
し
た（

17
（

が
、
五
・
六
年
し
て
、
跡
取
り
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

た
め
に
帰
郷
し
、
三
十
歳
（
文
政
十
年
、
一
八
二
七
（
以
後
、
自
宅
で
私
塾
を
始

め
、
こ
れ
も
大
い
に
成
功
し
た
と
い
う（

18
（

。
そ
し
て
、
そ
の
か
た
わ
ら
で
、
父
母
に

手
厚
く
孝
養
を
尽
く
し
た
と
さ
れ
る
。
大
田
玄
齢
は
そ
の
さ
ま
を
「
行
い
は
、
孝

經
に
在
る
者
と
謂
う
可
き
の
み
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
塾
は
、
二
と
七
の
つ

く
日
に
開
き
、
談
論
好
き
な
鹿
門
は
、
時
に
奇
怪
な
話
を
も
ち
だ
し
た
り
、
時
に

ユ
ー
モ
ア
を
利
か
せ
た
り
し
て
、
老
若
男
女
を
大
い
に
引
き
付
け
た
と
い
う
。
ま

た
、
鹿
門
は
諄
諄
と
善
行
を
説
い
て
や
ま
な
か
っ
た
た
め
、
受
業
者
た
ち
は
み



136

な
、
勤
勉
を
重
視
し
、
ひ
と
か
ど
の
人
物
に
な
っ
て
一
族
に
裨
益
す
る
こ
と
を
先

務
と
し
、
家
を
磊
落
さ
せ
て
し
ま
う
者
は
一
人
も
現
れ
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
。

そ
し
て
、
鹿
門
は
六
十
五
歳
に
な
る
今
な
お
、
こ
の
よ
う
な
教
育
活
動
を
行
い
続

け
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
鹿
門
の
半
生
を
総
括
し
て
、
大
田
玄
齢
は
、「
當
に
君

の
學
は
年
と
俱
に
增
し
、
徳
も
亦
た
年
と
俱
に
進
み
て
、
今
世
の
儒
流
に
非
ざ
る

を
知
る
べ
し
」
と
称
賛
し
て
い
る
。

　

鴇
矢
鹿
門
の
伝
記
は
、
大
田
才
次
郎
『
旧
聞
小
録
』
巻
上
、
一
九
三
九
、

四
十
四
葉
オ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、『
市
原
郡
誌
』
町
村
誌
篇
、
七
九
七
〜

七
九
九
頁
、
瀧
口
房
州
氏
『
上
総
の
人
・
海
保
漁
村
』
四
十
七
〜
五
十
三
頁
、
同

（
瀧
口
光
之
名
義
（「
鴇
矢
鹿
門
」（『
市
原
地
方
史
研
究
』
第
十
号
、
市
原
市
教
育

委
員
会
、
一
九
八
〇
（
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
文
に
つ
い
て
は
、
右
記
「
鴇
矢
鹿
門
」
が
ほ
ぼ
全
部
を
書
き
下
し
文
で
紹
介

し
て
お
り
、
力
作
で
あ
る
。
原
文
に
つ
い
て
は
、『
市
原
市
史
』
資
料
集
（
近
世

編
３
上
（
が
紹
介
し
て
い
る
が
、
誤
字
・
脱
字
が
多
く
拠
れ
な
い
。
原
典
か
ら
採

録
し
た
。
な
お
、
本
稿
は
、
当
該
資
料
の
句
点
と
終
点
を
忠
実
に
反
映
さ
せ
、
改

行
は
、
△
で
表
記
し
た
。

谷
君
鹿
門
壽
藏
記

先
月
余
適
游
上
總
。
歸
路
訪
君
。
〃
△
大
悦
。
延
余
入
暖
室
。
張
酒
（
校

１
（
具
饌
。
繼
△
日
以
夜
。
因
相
別
之
久
。
燈
下
話
（
校
２
（
談
。
△
縷
〃

不
盡
。
時
君
與
義
子
元
忠
（
校
３
（。
相
△
謀
索
壽
藏
記
于
余
。
〃
辭
譲
曰
。

恐
△
文
不
稱
徳
。
反
爲
君
羞
。
繼
又
曰
。
記
△
君
可
無
愧
詞
。
余
文
。
今
將

籍
君
而
△
增
益
。」
謹
按
。
君
姓
源
。
氏
谷
。
名
元
鼎
。
△
字
鎮
卿
。
一
字

啓
藏
。
號
鹿
門
。
上
總
△
海
保
村
人
也
。
生
十
一
歳
。
來
入
先
△
子
之
塾
。

余
八
歳
。
與
君
同
研
席
。
相
△
對
質
問
。
義
則
朋
友
。
情
同
兄
弟
。
所
△
謂

竹
馬
之
交
。
非
君
而
誰
。
則
（
校
４
（
知
君
△
之
來
歴
者
。
莫
詳
於
余
。」

君
雖
總
角
。
△
不
好
弄
戯
。
正
襟
端
坐
。
有
老
成
風
。
△
五
鼓
纔
動
。
則
興

誦
詩
書
。
暮
則
點
△
燈
披
閲
。
油
盡
而
輟
。」
至
十
有
七
八
。
△
勉
強
愈
甚
。

先
子
之
經
説
。
深
捜
博
△
採
。
手
親
謄
錄
。
以
爲
帳
中
之
秘
。
一
△
〃
暗

記
。
而
莫
有
遺
忘
。
如
此
。
則
可
△
稱
五
經
笥
耳
」。
海
保
爲
某
氏
采
地
。

△
某
貧
困
。
常
爲
白
著
。
細
民
窮
生
計
。
△
君
之
父
。
諱
郡
平
。
一
村
豪

家
。
而
饒
△
于
財
。
其
局
量
。
寛
大
。
有
任
侠
之
氣
△
象
。
見
上
下
俱
窮
。

而
開
囷
倉
。
傾
橐
△
嚢
。
上
補
助
某
。
下
潤
漑
細
民
。
凡
十
△
有
餘
年
。
而

耗
用
漸
廣
。
家
産
中
衰
。
△
終
致
負
券
之
多
。
君
之
父
。
如
此
。
則
△
可
謂

損
己
益
人
者
耳
。」
時
君
。
僑
居
△
都
下
。
業
儒
挽
生
徒
。
以
束
脩
之
入
。

△
常
代
其
耕
。
蓋
其
心
。
欲
讓
家
於
舎
△
弟
馳
名
於
一
時
。
以
爲
父
母
之

榮
。
△
居
五
六
年
。
舎
弟
不
幸
而
没
。
反
哺
△
無
主
。
故
疾
趨
而
歸
。
其
及

歸
也
。
無
△
不
遂
志
之
憂
。
而
有
得
歸
養
之
懽
。
△
其
於
養
也
。
無
大
無

小
。
莫
所
不
預
。
△
故
一
日
他
出
。
則
母
倚
門
而
望
。
父
△
傾
耳
。
而
窺
足

音
跫
然
。
其
奉
養
如
△
此
。
則
可
謂
行
在
孝
經
者
耳
。」
君
而
△
立
以
後
。

日
講
聖
経
。
教
諭
世
人
。
故
△
遠
近
應
響
。
争
趨
其
門
。
於
此
饋
遺
△
自

多
。
話
計
自
增
。
遂
得
米
包
。
一
歳
△
三
百
許
。
是
以
與
父
相
謀
。
撤
去
老
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△
屋
。
興
造
大
厦
。
内
有
小
室
一
區
。
暖
△
如
地
窖
。
足
以
慰
老
人
。
園
地

平
坦
。
△
不
設
假
山
。
栽
梅
培
松
。
雜
以
茶
梅
。
△
而
供
春
秋
之
吟
哦
。
其

幽
勝
如
此
。
△
則
可
稱
風
流
之
富
窟
耳
。」
君
貌
清
△
痩
。
而
長
身
鶴
立
。

其
面
温
和
。
而
内
△
行
端
坐
。
故
人
皆
敬
之
。
其
性
善
談
△
論
。
捜
奇
語

怪
。
則
老
少
前
席
。
諧
謔
△
一
發
。
則
滿
坐
搏
髀
。」
以
寛
政
十
年
△
戊
牛

九
月
十
八
日
生
。
至
今
年
而
△
六
十
有
五
。
然
講
誦
不
倦
。
以
月
二
△
七
開

經
筵
。
諄
〃
勸
善
。
以
盡
爲
師
△
之
心
。
故
入
門
受
業
者
。
皆
以
儉
勤
。
△

爲
葦
絃
。
以
立
身
亢
宗
。
爲
先
務
。
一
△
人
莫
有
敗
家
者
。
其
誘
引
如
此
。

則
△
可
謂
得
仁
術
者
耳
。」
呂
氏
曰
。
中
壽
△
不
過
六
十
。
故
杜
少
陵
。
以

七
十
。
爲
△
古
來
稀
。
然
君
之
父
。
八
十
一
而
没
。
△
母
八
十
而
没
。
其
所

以
享
（
校
５
（
遐
齢
者
。
△
各
養
生
之
所
得
乎
。
將
積
善
之
所
△
致
乎
。
不

然
則
因
君
之
保
護
有
方
△
供
養
無
缺
也
。」
孝
于
親
者
。
必
得
天
△
福
。
今

君
之
矍
鑠
是
也
。
然
有
此
擧
△
者
。
何
耶
。
曰
生
前
營
墓
。
則
果
益
壽
。
△

故
稱
壽
藏
。
蓋
其
心
。
欲
踏
雙
親
之
△
跡
以
久
居
人
間
。
而
導
今
世
之
薄
△

俗
也
。」
讀
此
記
者
。
試
一
〃
求
之
。
則
△
當
知
君
之
學
與
年
俱
增
徳
亦
與

△
年
俱
進
而
非
今
世
之
儒
流
也
。
然
△
則
余
所
擧
諸
事
。
諒
無
溢
辭
。
若
以

△
爲
溢
辭
者
。
不
知
君
之
學
與
徳
者
△
也
。
幷
不
知
余
非
阿
以
求
助
者
也
。

△
然
則
余
之
辭
。
惟
君
知
之
而
已
矣
。

文
久
二
。
歳
次
壬
戌
。
春
二
月

　
　
　

遮
那　

太
田
玄
齢
撰

　

本
文
中
の
「
。」「
」」
は
、
原
文
所
載
を
そ
の
ま
ま
反
映
さ
せ
て
い
る
。

（
校
１
（
酒　
「
酒
」
の
字
は
丸
で
囲
ま
れ
、
右
肩
に
「
飲
」
と
書
込
み
。

（
校
２
（
話　

 

こ
の
箇
所
は
一
字
が
黒
く
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
お
り
、
右
下
に
傍
線

を
引
っ
張
っ
て
、「
話
」
の
字
が
つ
な
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
校
３
（
忠　

 

こ
の
字
の
右
下
に
傍
線
を
引
っ
張
っ
て
、「
及
門
生
」
の
字
が
つ
な

げ
ら
れ
て
い
る
。

（
校
４
（
則　

 

こ
の
字
の
右
上
に
傍
線
を
引
っ
張
っ
て
、「
然
」
の
字
が
つ
な
げ
ら

れ
て
い
る
。

（
校
５
（
こ
の
間
、
真
ん
中
に
小
丸
が
入
っ
て
い
る
。

［
表
紙
・
表
］

　
　

玄
齢
太
田
先
生
撰

　
　
　

鹿　

門　

壽　

藏　

記

　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
南
書
屋
版

［
表
紙
・
裏
］

　
　
　

鹿
門
壽
藏
記

資
料
二
十
一
　
石
碑
「
谷
翁
鹿
門
壽
藏
之
記
」

　

石
碑
「
谷
翁
鹿
門
壽
藏
之
記
」
は
、
旧
海
保
村
中
郷
地
区
の
鴇
矢
元
彰
邸
内
に

現
存
す
る
石
碑
で
あ
る
。
石
碑
「
谷
翁
鹿
門
壽
藏
之
記
」
と
稿
本
「
谷
君
鹿
門
壽
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藏
記
」
は
、
ほ
と
ん
ど
文
面
を
共
通
し
て
い
る
が
、
二
十
箇
所
で
相
違
が
認
め
ら

れ
る
。
な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
相
違
は
、
父
郡
平
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
箇
所

で
、
稿
本
に
記
さ
れ
て
い
た
「
海
保
爲
某
氏
采
地
。
某
貧
困
。
常
爲
白
著
。
細
民

窮
生
計
」
が
削
除
さ
れ
、
そ
の
上
、
稿
本
に
お
け
る
「
見
上
下
俱
窮
。
而
開
囷

倉
。
傾
橐
嚢
。
上
補
助
某
。
下
潤
漑
細
民
」
が
、
石
碑
で
は
「
而
無
儉
嗇
之
性

質
、
或
招
文
人
學
士
、
或
置
歌
兒
舞
女
、
其
來
莫
所
擇
、
故
游
手
浮
食
、
常
〃
不

絶
、
如
此
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
「
終
致
負
券
之
多
。
君
之
父
。

如
此
。
則
可
謂
損
己
益
人
者
耳
」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

領
主
で
あ
る
小
出
氏
の
体
面
を
憚
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
資

産
の
多
寡
を
表
す
表
現
が
直
接
的
、
具
体
的
な
表
現
か
ら
、
抽
象
的
で
、
あ
い
ま

い
な
表
現
に
改
め
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
三
か
所
あ
る
が
、
こ
れ
も
そ
の
件
と
相
関

す
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
他
、
石
碑
の
文
章
は
、
稿
本
の
そ
れ
に
比
し
、
主
語

や
助
詞
が
省
略
さ
れ
た
り
、「
年
」
が
「
季
」
に
改
め
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、
多

く
は
さ
さ
い
な
点
が
変
更
さ
れ
て
い
る
に
止
ま
る
が
、
稿
本
に
お
け
る
「
六
十
有

五
」
と
い
う
文
久
二
年
当
時
の
鹿
門
の
年
齢
表
記
が
、
石
碑
で
「
六
十
有
三
」
と

い
う
表
記
に
改
め
ら
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
「
君
姓
源
。
氏
谷
」
が

「
君
姓
谷
氏
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
理
由
も
不
明
で
あ
る
。「
話
計
自
增
」
が
「
活

計
自
增
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
誤
字
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
石
碑

は
稿
本
に
比
し
、
こ
れ
ほ
ど
の
箇
所
に
お
い
て
、
異
同
が
あ
る
た
め
、
本
稿
で

は
、
別
の
資
料
と
し
て
取
り
扱
っ
た
。

　

原
文
は
、『
市
原
郡
誌
』
七
九
八
〜
七
九
九
頁
、
川
崎
喜
久
男
氏
『
筆
子
塚
』

二
八
一
〜
二
八
二
頁
、『
市
原
市
史
』
資
料
集
（
近
世
編
３
上
（
が
紹
介
し
て
い

る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
誤
字
・
脱
字
が
多
く
拠
れ
な
い
。
原
典
か
ら
採
録
し
た
。

［
題
額
］

　
　

谷
翁
鹿
門
壽
藏
之
記

［
表
］

　
　
　
　
　
　

谷
君
鹿
門
壽
藏
記

 

遮
那
大
田
玄
齢
撰　

先
月
余
適
游
上
總
、
歸
路
訪
君
、
大
悦
延
余
入
暖
室
、
張
飲
具
饌
、
繼
日
以

夜
、
因
相
別
之
久
、
燈
下
話
談
、
縷
縷
不
」
盡
、
時
君
與
義
子
元
忠
及
門

生
、
相
謀
索
壽
藏
記
于
余
、
余
辭
譲
曰
、
恐
文
不
稱
徳
、
反
爲
君
羞
、
繼
又

曰
、
記
君
可
」
無
愧
詞
、
余
文
、
今
將
籍
君
而
增
益
、
謹
按
、
君
姓
谷
氏
、

名
元
鼎
、
字
鎮
卿
、
一
字
啓
藏
、
號
鹿
門
、
上
總
海
保
邨
人
也
、」
生
十
一

歳
、
來
入
先
子
之
塾
、
余
八
歳
、
與
君
同
研
席
、
相
對
質
問
、
義
則
朋
友
、

情
同
兄
弟
、
所
謂
竹
馬
之
交
、
非
君
」
而
誰
、
然
則
知
君
之
來
歴
者
、
莫
詳

於
余
、
君
雖
總
角
、
不
好
弄
戯
、
正
襟
端
坐
、
有
老
成
風
、
五
鼓
纔
動
、
則

興
誦
詩
」
書
、
暮
則
點
燈
披
閲
、
油
盡
而
輟
、
至
十
有
七
八
、
勉
強
愈
甚
、

先
子
之
經
説
、
深
捜
博
採
、
手
親
謄
錄
、
以
爲
帳
中
秘
」
一
〃
暗
記
而
莫
有

遺
忘
、
如
此
則
可
稱
五
經
笥
耳
、
君
之
父
、
諱
郡
平
、
一
村
豪
家
、
而
饒
于

財
、
其
局
量
寛
大
、
有
任
」
侠
之
氣
象
、
而
無
儉
嗇
之
性
質
、
或
招
文
人
學

士
、
或
置
歌
兒
舞
女
、
其
來
莫
所
擇
、
故
游
手
浮
食
、
常
〃
不
絶
、
如
此
」
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凡
十
有
餘
年
、
而
耗
用
漸
廣
、
家
産
中
衰
、
時
君
、
僑
居
都
下
、
業
儒
教
生

徒
、
蓋
其
心
、
欲
讓
家
於
舎
弟
、
馳
名
於
一
」
時
、
以
爲
父
母
之
榮
、
居

五
六
季
、
舎
弟
不
幸
而
没
、
反
哺
無
主
、
故
疾
趨
而
歸
、
其
及
歸
也
、
無
不

遂
志
之
憂
、
而
有
」
得
歸
養
之
懽
、
其
於
養
也
、
無
大
無
小
、
莫
所
不
預
、

故
一
日
他
出
、
則
母
倚
門
而
望
、
父
傾
耳
而
窺
足
音
跫
然
、
其
」
奉
養
如

此
、
則
可
謂
行
在
孝
經
者
耳
、
君
而
立
以
後
、
日
講
聖
経
、
教
諭
世
人
、
故

遠
近
應
響
、
争
趨
其
門
、
於
此
饋
」
遺
自
多
、
活
計
自
增
、
遂
至
米
包
充
囷

倉
、
是
以
與
父
相
謀
、
撤
去
老
屋
、
興
造
新
厦
、
内
有
小
室
一
區
、
暖
如
地

窖
、」
足
以
慰
老
人
、
園
地
平
坦
、
不
設
假
山
、
栽
梅
培
松
、
雜
以
茶
梅
、

而
供
春
秋
之
吟
哦
、
其
幽
勝
如
此
、
則
可
稱
風
流
」
之
富
窟
耳
、
君
貌
清

痩
、
而
長
身
鶴
立
、
其
面
温
和
、
而
内
行
端
正
、
故
人
皆
敬
之
、
其
性
善

談
、
於
捜
奇
語
怪
、
則
老
」
少
前
席
、
諧
謔
一
發
、
則
滿
坐
搏
髀
、
以
寛
政

十
季
戊
牛
九
月
十
八
日
生
、
至
今
年
而
六
十
有
三
、
然
講
誦
不
倦
、」
以
月

二
七
、
開
經
莚
、
諄
〃
勸
善
、
以
盡
爲
師
之
心
、
故
入
門
受
業
者
、
皆
以
儉

勤
爲
葦
絃
、
以
立
身
亢
宗
爲
先
務
、
一
」
人
莫
有
敗
家
者
、
其
誘
引
如
此
、

則
可
謂
得
仁
術
者
耳
、
呂
氏
曰
、
中
壽
不
過
六
十
、
故
杜
少
陵
、
以
七
十
爲

古
來
」
稀
、
然
君
之
父
、
八
十
一
而
没
、
母
八
十
而
没
、
其
所
以
享
遐
齢

者
、
各
養
生
之
所
得
乎
、
將
積
善
之
所
致
乎
、
不
然
」
則
因
君
之
保
護
有

方
、
供
養
無
缺
也
、
孝
于
親
者
、
必
得
天
福
、
今
君
之
矍
鑠
是
也
、
然
有
此

擧
者
、
何
耶
、
曰
生
前
」
營
墓
、
則
果
益
壽
、
故
稱
壽
藏
、
蓋
其
心
、
欲
踏

雙
親
之
跡
、
以
久
居
人
間
、
而
導
今
世
之
薄
俗
也
、
讀
此
記
者
、
試
一
」
求

之
、
則
當
知
君
之
學
與
歳
俱
增
、
徳
亦
與
年
俱
進
、
而
非
今
世
之
儒
流
也
、

然
則
余
所
擧
諸
事
、
諒
無
溢
辭
、
若
」
以
爲
溢
辭
者
、
不
知
君
之
學
與
徳
者

也
、
幷
不
知
余
非
阿
以
求
助
者
也
、
然
則
余
之
辭
、
惟
君
知
之
而
已
矣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萬
延
元
年
庚
申
十
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
四
位
侍
從
信
之
書

 

入
木
末
流
播
磨
守
戸
川
安
清
題
額

資
料
二
十
二
　
鹿
門
處
士
鴇
矢
翁
之
墓

　

当
該
資
料
は
、
旧
海
保
村
中
郷
地
区
の
鴇
矢
元も

と
あ
き彰

邸
内
に
現
存
す
る
墓
碑
で
あ

る
。
こ
の
資
料
は
、
鴇
矢
鹿
門
の
孫
・
元

げ
ん
し
ょ
う

彰
（
現
当
主
・
元も

と
あ
き彰

氏
の
高
祖
父
（
の

依
頼
を
受
け
て
、
鹿
門
と
同
門
の
海
保
漁
村
（
一
七
九
八
〜
一
八
六
九
（

（
19
（

が
撰
し

た
。
書
は
鴇
矢
元
彰
に
よ
る
。
元
彰
（
一
八
九
五
没
（
は
、
今
富
村
名
主
・
根
本

弥
五
左
衛
門
宣
胤
の
三
男
で
、
名
を
信
一
郎
と
い
っ
た
。
す
で
に
今
富
村
で
一
家

を
構
え
、
胤
久
と
名
の
っ
て
い
た（

20
（

が
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
（、
鴇
矢
鹿
門
の

養
子
・
元
忠
（
君
津
郡
奈
良
輪
村
名
主
・
鳥
飼
家
出
身
（
の
急
死
を
う
け
、
急

遽
、
養
子
と
し
て
妻
子
と
も
ど
も
鴇
矢
家
（「
こ
や
つ
」「
虎
右
衛
門
」（
に
迎
え

入
れ
ら
れ
た
。
元
彰
は
そ
の
後
、
江
戸
期
に
名
主
、
明
治
以
後
に
は
、
学
区
取
締

り
（
21
（

、
地
租
改
正
総
代
人

（
22
（

を
務
め
る
と
同
時
に
、
能
書
家
で
知
ら
れ
、
巌
谷
一
六
、

小
貫
庸
徳
ら
と
も
深
く
交
流
し
、
多
く
の
漢
詩
や
金
石
文
を
残
し
、
地
域
を
代
表

す
る
文
化
人
と
し
て
知
ら
れ
た
。
墓
碑
の
正
面
「
鹿
門
處
士
鴇
矢
翁
之
墓
」
の
字
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は
、
萩
原
秋
巌

（
23
（

に
よ
る
。

　

漁
村
は
、
こ
の
墓
碑
で
、
開
口
一
番
、
鹿
門
の
こ
と
を
「
篤
學
力
踐
の
君
子
」

と
高
く
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
鹿
門
が
日
頃
、
書
籍
を
繙
い
て
、
経
典
な

ど
の
音
読
を
行
い
続
け
る
と
同
時
に
、
農
耕
も
合
わ
せ
営
む
こ
と
を
日
課
と
し
て

い
た
こ
と
を
記
し
、
こ
の
よ
う
な
鹿
門
を
「
頗
る
古
君
子
の
朝
に
耕
し
、
夕
に
讀

む
の
風
有
り
」
と
称
賛
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
鹿
門
が
経
義
を
説
明
す
る
に
あ

た
っ
て
、
常
に
大
田
錦
城
の
学
説
を
敷
衍
し
て
行
っ
て
い
た
こ
と
や
、
人
と
お

し
ゃ
べ
り
す
る
と
き
に
は
、
史
書
・
経
書
を
自
由
自
在
に
駆
使
し
て
い
た
こ
と
、

時
に
は
、
客
を
酒
で
款
待
し
た
り
、
興
が
至
る
と
、
一
絃
琴
を
持
ち
出
し
て
演
奏

し
た
り
、
酔
う
と
歌
い
だ
し
た
り
し
た
こ
と
な
ど
を
記
し
、
こ
の
よ
う
な
鹿
門
を

「
達
人
」
と
称
賛
し
て
い
る（

24
（

。
さ
ら
に
、
漁
村
の
記
述
に
よ
り
、
父
・
郡
平
は
泰

豊
と
い
う
名
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
母
は
田
中
氏
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
鹿
門
が
三

人
兄
弟
の
長
男
で
、
は
じ
め
切
替
氏
を
妻
と
し
た
が
、
切
替
氏
は
一
女
を
残
し
て

死
亡
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
の
ち
、
飯
塚
氏
を
妻
と
し
た
が
、
や
は
り
、
男
子
が

生
ま
れ
ず
、
鳥
飼
氏
（
元
忠
の
こ
と
（
を
娘
と
結
婚
さ
せ
、
養
子
に
迎
え
入
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
漁
村
は
、
鹿
門
と
同
門
で
あ
り
な
が
ら
、
鹿
門
と
は
一
面
識
も

得
ら
れ
ず
、
し
か
も
、
漁
村
に
と
っ
て
父
祖
の
地
で
も
あ
る
海
保
村
を
こ
れ
ま
で

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
日
頃
残
念
に
思
っ
て
い
た
が
、
文
章
を

依
頼
し
に
来
た
元
彰
の
説
明
が
余
り
に
リ
ア
ル
で
、
鹿
門
の
魂
に
邂
逅
で
き
た
か

の
よ
う
に
思
え
た
と
し
、
念
願
の
一
つ
が
、
ひ
と
ま
ず
叶
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

当
該
碑
に
つ
い
て
は
、
上
掲
瀧
口
房
州
氏
の
労
作
『
上
総
の
人
・
海
保
漁
村
』

四
十
八
〜
五
十
頁
、『
市
原
市
史
』
中
巻
八
四
〇
〜
八
四
一
頁
が
ほ
ぼ
全
文
に
わ

た
っ
て
書
き
下
し
文
を
試
み
て
い
る
。
原
文
は
川
崎
喜
久
男
氏
『
筆
子
塚
』

二
八
〇
〜
二
八
一
頁
、『
市
原
市
史
』
資
料
集
（
近
世
編
３
上
（
が
紹
介
し
て
い

る
も
の
の
、
誤
字
・
脱
字
が
多
く
拠
れ
な
い
。
原
碑
か
ら
採
録
し
た
。

［
表
］鹿

門
處
士
鴇
矢
翁
之
墓

［
右
］鴇

矢
鹿
門
翁
墓
表　

上
總　

海
保
元
備
撰　

秋
巖
原
翬
隷

吾
上
總
州
有
篤
學
力
踐
之
君
子
、
曰
鴇
矢
鹿
門
翁
、
翁
自
幼
頴
悟
絶
」
衆
、

束
髪
卽
來
江
都
、
受
經
於
大
田
錦
城
、
師
之
門
居
數
年
、
學
日
益
富
、」
恂

恂
有
賢
行
、
甚
爲
人
所
推
、
嘗
自
奮
厲
、
將
欲
以
所
學
自
名
家
、
乃
開
」
門

教
授
、
學
徒
大
進
、
久
之
、
又
自
嘆
曰
、
余
與
進
邀
時
譽
、
孰
若
退
承
膝
」

下
之
歡
乎
、
亟
擧
家
旋
故
里
、
侍
奉
具
至
、
平
居
坐
一
室
、
環
度
圖
書
、

以
」
誦
讀
自
課
、
而
亦
未
嘗
一
日
弛
農
圃
之
務
、
頗
有
古
君
子
朝
耕
夕
讀
」

之
風
、
其
講
經
、
一
敷
繹
師
説
以
開
導
之
、
其
與
人
談
論
、
每
出
史
入
經

［
裏
］纚

纚
可
聞
、
時
或
置
酒
款
賓
、
家
素
蓄
一
絃
琴
、
興
到
自
鼓
之
、
以
相
娯
」

樂
、
酔
則
烏
烏
歌
、
嘗
倣
趙
太
常
司
空
表
聖
之
爲
、
自
爲
壽
藏
、
嗚
乎
如
」

翁
者
、
其
亦
謂
之
達
人
歟
、
文
久
二
年
閏
八
月
廿
四
日
終
于
家
、
得
壽
」

六
十
有
五
、
葬
屋
南
數
歩
之
山
、
從
先
塋
也
、
翁
諱
元
鼎
、
字
鎮
卿
、
鴇
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矢
」
其
姓
、
鹿
門
其
號
也
、
考
曰
泰
豐
、
妣
田
（
校
１
（
中
氏
、
有
三
子
、

翁
其
長
子
、
初
聚
」
切
替
氏
生
一
女
、
無
子
先
歿
、
再
聚
飯
塚
氏
、
亦
無

子
、
養
鳥
飼
氏
子
爲
」
嗣
、
以
女
配
之
、
既
葬
之
明
年
、
其
孫
元
彰
、
踵
余

請
墓
上
之
文
、
憶
余
亦
」
亦
嘗
執
經
于
春
草
之
堂
、
理
當
與
翁
日
夕
随
逐
、

而
來
去
相
避
、
未
獲

［
左
］半

面
、
翁
世
居
州
之
海
保
村
、
爲
余
祖
所
由
出
、
翁
能
終
老
於
其
丘
園
、」

遨
放
於
其
林
泉
、
而
余
未
獲
一
履
其
境
、
睹
其
山
川
風
物
之
概
、
以
爲
」
平

生
之
憾
、
而
不
想
今
日
擧
此
二
者
、
一
且
得
之
、
元
彰
之
口
語
、
宛
如
」
親

接
其
音
容
、
親
經
歴
其
山
川
、
則
復
知
余
於
翁
殆
失
之
形
遇
而
得
」
之
神
遇

者
歟
、
遂
書
其
所
聞
、
俾
掲
其
墓
、
雖
然
若
翁
之
篤
學
力
踐
自
」
能
傳
後
、

固
不
籍
區
區
之
文
也

　
　

元
治
紀
元
歳
在
閼
逢
困
敦
秋
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孝
孫　

元
彰
建
幷
書

（
校
１
（
田　

 

瀧
口
氏
、『
市
原
市
史
』
と
も
に
「
曰
」
と
し
て
い
る
が
、
川
崎
氏

の
翻
刻
す
る
通
り
、「
田
」
で
あ
ろ
う
。
鹿
門
遺
著
『
致
一
斎
集
』

に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
村
田
長
右
衛
門
清
高
墓
誌
」
に
も
、「
君
諱

清
高
、
村
田
氏
、
俗
称
長
右
衛
門
、
同
邨
田
中
武
兵
衛
之
二
子
、

吾
母
之
兄
也
、
弘
化
四
年
九
月
廿
九
日
、
嬰
病
没
、
享
年
七
十
三
」

（
句
点
筆
者
（
と
あ
り
、
鹿
門
の
母
が
田
中
氏
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

れ
る
。

資
料
二
十
三
　
時
田
南
雅
墓
碑

　

当
該
資
料
は
、
旧
島
野
村
金
河
原
地
区
の
善
龍
寺
境
内
鴇
田
家（

25
（

墓
地
に
現
存
す

る
墓
碑
で
あ
る
。
撰
者
は
、
亀
田
鵬
斎

（
26
（

で
あ
る
。
該
碑
文
は
、
杉
村
栄
治
氏
『
亀

田
鵬
斎
詩
文
・
書
画
集
』（
三
樹
書
房
、
一
九
八
二
（
に
も
、
村
山
吉
廣
氏
ら
責

任
編
集
『
亀
田
鵬
斎
碑
文
並
び
に
序
跋
訳
注
集
成
─
礼
拝
空
間
に
お
け
る
儒
教
美

術
の
総
合
的
研
究
─
』（
筑
波
大
学
日
本
美
術
史
研
究
室
、
二
〇
一
〇
（
に
も
収

載
さ
れ
て
い
な
い
。
新
発
見
と
思
し
い
。
該
碑
は
、
島
野
村
酒
井
領
名
主
を
務
め

た
時
田
与
惣
左
衛
門
南
雅
の
事
績
を
綴
っ
て
い
る
。
該
碑
に
よ
れ
ば
、
南
雅
は
、

諱
を
重
胤
、
通
称
を
与
惣
左
衛
門
、
号
を
南
雅
と
い
っ
た
。
人
情
に
厚
く
、
聡
明

な
人
物
で
あ
っ
た
が
、
名
主
に
つ
く
と
、
も
の
ご
と
を
公
正
に
行
い
、
倹
約
に
努

め
る
一
方
、
親
戚
や
知
り
合
い
に
経
済
的
に
困
窮
し
た
者
が
い
る
と
、
惜
し
み
な

く
援
助
を
施
し
た
。
と
り
わ
け
俳
句
を
好
み
、
屋
敷
の
周
囲
に
花
々
を
植
え
、
手

ず
か
ら
如
雨
露
で
水
を
や
っ
て
、
花
々
が
年
中
咲
き
続
け
て
い
る
の
を
見
て
喜

び
、
花
が
盛
り
の
頃
に
な
る
と
、
俳
人
た
ち
を
呼
ん
で
、
皆
で
句
を
詠
ん
で
楽
し

ん
だ
。
し
か
し
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
（、
病
に
か
か
り
、
四
十
八
歳
の
若
さ

で
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　

鴇
田
（
原
碑
で
は
、
時
田
（
南
雅
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
市
原
ふ
る
里
文
化
研

究
会
会
長
・
青
柳
至
彦
氏
が
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
市
原
俳
人
の
動
向
」（『
市
原

地
方
史
研
究
』
第
十
号
、
市
原
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
〇
（
で
、
市
原
郡
糸
久

村
の
高
石
羅
江
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
俳
人
と
し
て
、
そ
の
存
在
を
指
摘
し
、
さ
ら
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に
「
鴇
田
家
俳
諧
関
係
所
蔵
品
解
説
」（『
上
総
市
原
』
六
号
、
一
九
八
五
（
で
、

雪
中
庵
四
世
完
来
に
よ
る
鴇
田
其
流
・
南
雅
宛
て
の
書
簡
を
紹
介
し
て
い
る
が
、

該
碑
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
青
柳
氏
が
南
雅
と
と
も
に
紹
介
す
る
其
流
（
文
政
九

年
一
月
二
十
九
日
没
（
は
、
善
龍
寺
内
に
祀
ら
れ
た
墓
碑
か
ら
鴇
田
家
代
々
の
当

主
を
勘
案
す
る
と
、
南
雅
の
父
に
あ
た
る
人
物
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
鴇
田
家
か

ら
は
、
後
に
地
域
で
文
化
人
と
し
て
著
名
と
な
っ
た
鴇
田
重
粲
が
輩
出
す
る
が
、

大
室
晃
氏
に
よ
る
と
、
鴇
田
重
粲
は
、
鴇
田
南
樟
家
に
入
り
婿
と
し
て
入
っ
た

（『
市
原
市
史
』
別
巻
、
五
〇
六
頁
（
と
さ
れ
る
の
で
、
南
雅
没
後
、
南
樟
な
る
人

物
を
養
子
と
し
て
入
れ
、
そ
の
人
物
も
暫
く
し
て
死
亡
し
て
し
ま
っ
た（

27
（

た
め
、
さ

ら
に
重
粲
を
養
子
に
迎
え
入
れ
た
と
い
う
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

［
表
］

　
　
　
　
　
　

信
敬
院
要
法
日
義

　
　

妙
法

　
　
　
　
　
　

貞
信
院
妙
果
日
操

［
右
］君

諱
重
胤
、
姓
時
田
氏
、
俗
稱
與
惣
左
衛
門
、
南
雅
其
號
也
、」
上
總
市
原

郡
嶋
野
村
人
、
父
諱
某
、
世
爲
本
邑
里
正
、
君
天
」
資
敦
厚
、
聰
敏
超
凡
、

年
已
長
、
襲
父
職
、
管
轄
租
税
賦
役
之
」
事
、
行
踐
規
矩
勤
儉
、
自
率
親
戚

故
舊
、
有
不
能
自
濟
者
、
則
」
傾
筺
竭
橐
而
振
之
、
未
嘗
有
吝
惜
之
意
、
其

樂
善
不
倦
者
」
如
此
、
平
居
無
他
嗜
好
、
特
喜
俳
諧
、
環
宅
植
苑
、
手
抱
甕

灌
」
園
、
観
其
開
落
相
續
、
四
時
不
絶
而
嬉
之
、
値
花
盛
開
、
則
掃
」
室
淨

几
、
延
一
時
俳
諧
者
流
而
吟
咏
相
娯
、
佳
篇
麗
什
、
往
」
往
傳
於
世
、
文
政

乙
酉
夏
五
月
朔
日
、
嬰
病
而
歿
、
享
年
四

［
裏
］十

八
、
乃
葬
於
本
邑
善
龍
寺
先
塋
之
側
、
法
諡
曰
信
敬
院
」
要
法
日
義
、
君

娶
同
郡
萱
橋
村
桐
谷
氏
之
女
、
終
無
嗣
、
寡
」
婦
誓
志
不
嫁
、
煢
然
爲
之
喪

主
、
乞
表
其
墓
、
乃
綴
其
牒
記
、」
建
之
墓
門

　
　

文
政
丙
戌
春
正
月　
　
　
　

江
戸
鵬
斎
龜
田
興
撰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

獨
有
桐
谷
憲
書

　
　
　
　

貞　
　

明　

治　

三　

年　

四　

月
十
八
日

［
左
］

　
　
　
　
　

蓮　

登　

童　

子　
　

天
保
八
酉
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
月
十
一
日

　
　
　
　
　

妙　

夢　

童　

女　
　

天
保
二
卯
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
月
六
日

　
　
　
　
　

當
體
院
蓮
華
日
教　
　

天
保
三
辰
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
十
八
日

　
　
　

信　

文
政
八
乙
酉
年
五
月
朔
日
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資
料
二
十
四
　
山
崎
又
七
墓
碑

　

当
該
資
料
は
、
現
在
、
市
原
市
海
保
の
海
保
墓
園
に
現
存
す
る
墓
碑
で
あ
る
。

か
つ
て
は
、
旧
五
井
村
上

か
み
じ
ゅ
く

宿
地
区
の
善
養
院
医
王
寺
境
内
山
崎
家
（
屋
号
「
醤
油

屋
」（
墓
地
に
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
十
四
年
の
区
画
整
理
の
際
、
善
養
院
医
王
寺

が
移
転
す
る
の
に
伴
い
、
現
地
に
移
動
し
た（

28
（

。
新
発
見
資
料
で
あ
る
。
当
該
資
料

は
、
旧
五
井
村
名
主
・
山
崎
又
七
の
事
績
を
綴
っ
て
い
る
。
該
碑
に
よ
れ
ば
、
又

七
は
、
号
を
一
鶴

（
29
（

と
い
い
、
温
厚
で
あ
り
な
が
ら
、
手
抜
か
り
の
な
い
性
格
で
、

日
頃
、「
三
農
の
業
」
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
備
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
醤
油
醸
造
業
を
創
業
し
た
と
こ
ろ
、

大
い
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
名
主
を
担
っ
て
は
、
公
正
精
確
に
事
を
処
理
し
、
多

く
の
も
の
を
感
服
さ
せ
た（

30
（

。
明
治
二
十
四
年
に
別
荘
に
隠
居
し
、
俳
諧
を
楽
し
ん

で
余
生
を
過
ご
し
、
明
治
三
十
二
年
九
月
五
日
、
病
の
た
め
死
亡
し
た
と
い
う
。

　

撰
者
・
鴇
田
重
粲
は
、
文
政
五
年
二
月
二
日

（
31
（

、
上
総
国
山
辺
郡
津
辺
村
の
菊
池

家
に
生
ま
れ
、
旧
島
野
村
金
河
原
地
区
で
代
々
酒
井
領
名
主
を
務
め
る
鴇
田
南
樟

家
に
入
婿
し
た
。
与
惣
左
衛
門
を
称
し
、
名
主
を
務
め

（
32
（

、
官
選
戸
長
が
置
か
れ
る

よ
う
に
な
る
と
、
戸
長
に
就
任
し
た
（
以
上
、
特
記
し
た
も
の
を
除
き
『
市
原
市

史
』
別
巻
、
五
〇
六
〜
五
〇
七
頁
（。
若
年
の
頃
は
、
江
戸
へ
出
て
湯
島
聖
堂
で

儒
学
を
学
び
、
さ
ら
に
、
橘
守
部
に
国
学
を
学
ん
だ
。
守
部
は
重
粲
の
家
を
乗
馬

で
訪
問
し
て
き
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
（
以
上
、
大
室
晃
『
市
原
人
物
譚
』
海
潮

社
、
一
九
八
三
、十
〜
十
一
頁
（。
重
粲
は
多
く
の
和
歌
を
詠
ん
だ
が
、
そ
れ
ら
は

そ
の
長
男
・
広こ

う
さ
く作

（
号
は
重
胤
（
に
よ
っ
て
、『
春
秋
の
栞
』
と
い
う
題
名
で
大

正
八
年
に
出
版
さ
れ
た
（
以
上
、
右
記
『
市
原
市
史
』
別
巻
（。
三
男
・
元
三
郎

は
、
又
七
の
養
子
と
な
っ
た
（
山
崎
又
七
墓
碑
に
よ
る
（。
四
男
・
泰
蔵
は
、
旧

市
原
郡
惣
社
村
の
宮
原
家
（
屋
号
「
定
右
衛
門
」（
に
養
子
に
行
き
、
そ
の
長
男

と
し
て
、
野
口
英
世
の
知
己
で
あ
り
、
日
本
の
放
射
線
医
学
の
嚆
矢
で
あ
る

宮み
や
は
ら
た
つ
た
ろ
う

原
立
太
郎
（
一
八
七
八
〜
一
九
三
六
（
が
生
ま
れ
た
。
鴇
田
家
は
、
代
々
文
芸

を
嗜
む
家
風
が
あ
り
（
以
上
、
右
記
大
室
氏
著
書
（、
当
家
に
は
、
文
人
墨
客
の

杖
を
曳
く
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
重
粲
は
未
知
の
遊
歴
が
訪
ね
て
く
る

と
、
短
冊
に
自
作
の
和
歌
や
俳
句
を
書
か
せ
、
彼
の
眼
に
合
格
し
た
も
の
に
は
礼

を
尽
く
し
て
逗
留
さ
せ
、
劣
る
も
の
に
は
若
干
の
金
子
を
包
ん
で
帰
し
た
と
い

う
。
旧
市
原
郡
引ひ

き
だ
む
ら

田
村
の
代
官
・
立た

ち
の
よ
し
み
ち

野
良
道
と
は
歌
道
友
達
で
あ
っ
た
（
以
上
、

右
記
『
市
原
市
史
』
別
巻
（。

［
表
］

　
　

英
正
院
廣
徳
賢
翁
居
士

　
　

　
　

正
念
院
秀
徳
妙
榮
大
姉

［
右
］君

諱
直
憲
、
通
稱
又
七
、
別
號
一
鶴
、
姓
山
崎
氏
、
世
居
上
總
」
國
市
原
郡

五
井
町
、
考
曰
豐
次
郎
、
妣
渡
邊
氏
、
君
其
長
子
」
也
、
家
世
業
農
、
資
産

亦
贍
、
君
爲
人
、
溫
厚
謹
密
、
常
謂
三
農
」
之
業
、
年
有
豐
山
水
旱
災
侵
不
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可
無
脩
、
於
是
更
創
醤
油
」
醸
造
業
、
家
道
大
興
、
蓋
其
用
意
周
到
、
多
類

此
、
初
君
爲
里
」
正
、
在
職
數
十
年
、
處
事
精
當
、
無
有
偏
私
、
衆
皆
脱

服
、
至
今
」
稱
之
、
明
治
廿
四
年
、
以
家
事
附
嗣
子
、
退
居
別
荘
、
平
生

無
」
他
嗜
好
獨
善
俳
諧
、
至
是
優
遊
無
事
、
日
往
来
俳
友
茶
侶
」
閒
、
吟
風

嘯
月
、
從
容
自
娯
、
三
十
二
年
九
月
五
日
、
以
疾
没
、」
享
年
六
十
有
九
、

葬
于
同
善
養
院
先
人
之
塋
域
、
君
娶
今
」
井
氏
、
有
一
女
、
養
余
三
子
元
三

郎
爲
嗣
、
而
以
其
女
妻
之
、」
今
茲
小
祥
、
將
建
碑
使
余
記
之
、
因
叙
其
概

略
如
此
焉

［
左
］

　
　
　
　
　
　

島
野
鴇
田
重
粲
撰

　
　
　
　
　
　

高
野
山
慶
道
書

　
　

明
治
三
十
三
年
十
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　

嗣
子

　
　
　
　
　
　
　

山
崎
元
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
之

［
裏
］

　
　
　

英　

明
治
三
十
二
年
九
月
五
日

　
　
　

正　

明
治
四
十
四
年
七
月
廿
三
日

資
料
二
十
五
　
山
崎
元
三
郎
・
惠
津
墓
碑

　

当
該
資
料
は
、
現
在
、
市
原
市
海
保
の
海
保
墓
園
に
現
存
す
る
墓
碑
で
あ
る
。

か
つ
て
は
、
旧
五
井
村
上

か
み
じ
ゅ
く

宿
地
区
の
善
養
院
医
王
寺
境
内
山
崎
家
（
屋
号
「
醤
油

屋
」（
墓
地
に
あ
っ
た
が
、
後
に
、
現
地
に
移
動
し
た
こ
と
は
右
記
資
料
に
同
じ

い
。
新
発
見
資
料
で
あ
る
。
当
該
資
料
は
、
旧
五
井
村
名
主
・
山
崎
元
三
郎
の
事

績
を
綴
っ
て
い
る
。
元
三
郎
は
、
諱
を
重
徳
、
通
称
を
元
三
郎
と
い
い
、
旧
島
野

村
金
河
原
地
区
の
鴇
田
重
粲
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
の
ち
に
山
崎
又
七
の
養
子

と
な
っ
た
。
壮
年
に
な
っ
て
、
五
井
村
名
主
を
務
め

（
33
（

、
や
が
て
当
村
に
通
信
金
融

機
関
が
な
い
こ
と
を
憂
い
、
郵
便
局
を
設
置
す
る
一
方
で
、
同
志
と
協
力
し
て
、

五
井
銀
行

（
34
（

を
設
立
し
た（

35
（

。
そ
の
人
と
な
り
は
、
誠
実
で
、
事
に
処
し
て
は
中
庸
を

得
て
、
地
元
の
人
々
か
ら
信
頼
を
受
け
た
。
晩
年
は
、
新
居
を
設
け
、
そ
こ
で

「
風
月
を
樂
し
み
、
悠
悠
自
適
に
し
て
、
亦
た
塵
事
を
顧
み
」
な
い
余
生
を
送
り
、

大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
五
日
、
病
の
た
め
死
亡
し
た
と
い
う
。
撰
者
・
鴇
田
道

三
郎
は
、
明
治
八
年
七
月
七
日
、
旧
市
原
郡
皆
吉
村
志し

ぼ
い保

井
地
区
の
渡
邊
周
作
の

三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
の
ち
、
鴇
田
重
粲
の
長
男
・
広
作
の
養
子
と
な
っ
た
。
東

海
村
助
役
・
村
長
を
務
め

（
36
（

、
能
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
。
昭
和
四
年
十
二
月
九

日
、
五
十
六
歳
で
死
亡
し
た
。
そ
の
孫
が
現
当
主
・
宗
昭
氏
で
あ
る
。

　

元
三
郎
夫
人
・
惠
津
に
つ
い
て
は
、「
賦
性
溫
和
に
し
て
、
家
を
治
む
る
に
法

有
り
て
、
能
く
婦
道
を
守
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
惠
津
の
墓
碑
の
撰
者
は
不
明

で
あ
る
。
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［
表
］

　
　
　

正
信
院
最
勝
道
元
居
士

　
　
　

真
如
院
香
林
妙
貞
大
姉

［
左
］翁

諱
重
徳
、
通
稱
元
三
郎
、
余
祖
父
重
粲
翁
三
子
也
、
出
繼
山
崎
氏
爲
直
」

憲
翁
嗣
、
承
父
祖
業
、
拮
据
經
營
甚
勤
、
家
道
益
興
、
壮
而
爲
里
正
、
鞅
掌

郡
」
村
治
務
幾
十
年
、
嘗
憂
無
通
信
金
融
機
關
、
設
郵
便
局
、
又
與
同
志
共

謀
」
創
立
五
井
銀
行
、
資
性
篤
實
聰
敏
、
處
事
得
其
中
庸
不
誤
、
郷
黨
信

頼
、
晩
」
年
營
新
居
、
樂
風
月
、
悠
悠
自
適
、
亦
不
顧
塵
事
、
大
正
十
四
年

十
一
月
二
」
十
五
日
、
以
病
没
、
享
年
七
十
四
、
葬
善
養
院
先
人
之
塋
域
、

今
嗣
松
三
郎
」
君
建
墓
碑
、
使
余
記
之
、
因
謹
叙
梗
概　

嶋
野
鴇
田
道
三
郎

撰
幷
書

　
　
　
　

大
正
十
五
年
十
一
月
二
十
五
日　
　

嗣
子
松
三
郎
建
之

［
右
］

嬬
人
名
惠
津
氏
、
山
崎
又
七
君
之
」
女
、
元
三
郎
妻
也
、
賦
性
溫
和
、
治
家
」
有

法
、
能
守
婦
道
、
生
一
男
四
女
、
惜
」
哉
、
天
不
假
壽
、
明
治
三
十
二
年
九
」
月

廿
五
日
、
罹
病
没
、
享
年
四
十
有
」
七
年

資
料
二
十
六
　
桑
田
家
興
産
碑

　

当
該
資
料
は
、
旧
海
保
村
中
郷
地
区
の
桑
田
良
望
家
に
現
存
す
る
石
碑
で
あ

る
。
新
発
見
資
料
で
あ
る
。
旧
海
保
村
は
、
平
安
末
期
以
来
と
さ
れ
る
旧
家

（
37
（

、
室

町
中
期
以
来
と
さ
れ
る
旧
家

（
38
（

、
戦
国
以
来
と
さ
れ
る
旧
家

（
39
（

が
ひ
し
め
き
、
江
戸
期

に
お
い
て
は
、
土
地
所
有
は
も
ち
ろ
ん
、
酒
、
味
噌
、
醤
油
、
質
な
ど
あ
ら
ゆ
る

権
利
が
そ
れ
ら
の
家
々
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
て
い
た
。
江
戸
前
期
以
降
に
や
っ
て

来
た
桑
田
家
は
明
ら
か
に
不
利
な
状
況
に
あ
っ
た（

40
（

。
そ
の
よ
う
な
当
家
が
、
江
戸

後
期
以
降
、
幾
代
か
を
経
て
、
旧
海
保
村
を
代
表
す
る
存
在
と
な
り
、
さ
ら
に
大

正
期
に
至
る
と
、
田
畑
山
林
な
ど
を
あ
わ
せ
て
九
十
数
町
歩
を
有
し

（
41
（

、
貴
族
院
議

員
の
互
選
資
格
を
有
し

（
42
（

、
村
長
を
歴
任
す
る
よ
う
な
市
原
郡
を
代
表
す
る
名
望
家

に
ま
で
急
成
長
し
た
。
当
該
資
料
は
、
そ
の
よ
う
な
桑
田
家
の
飛
躍
的
な
栄
達
の

過
程
を
、
与
七
、
与
惣
治
、
良
作
に
至
る
三
代
に
渡
っ
て
綴
っ
て
い
る
。

　

該
碑
に
よ
る
と
、
窮
迫
し
て
い
た
当
家
は
、
与
七

（
43
（

の
と
き
、
初
め
て
全
う
な
資

産
を
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
子
・
与
惣
治
に
つ
い
て
は

特
筆
さ
れ
て
い
な
い
が
、
桑
田
良
望
家
所
蔵
「
祖
先
伝
来
戒
名　

桑
田
姓
」
に

は
、「
俗
名
与
惣
次マ

マ
ト
号
ス
、
与
七
長
男
ニ
シ
テ
、
行
年
六
十
六
歳
ニ
テ
死
亡
ス
、

性
質
温
順
實
直
ナ
リ
、
若
フ
シ
テ
生
殺
ヲ
好
ム
、
子
供
三
人
ア
リ
、
長
女
ヤ
ス
家

督
を
續
ク
（
中
略
（
長
男
藤
吉
ハ
村
内
伊
鍔
ノ
家
名
ヲ
再
興
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
隠

居
ノ
後
、
右
藤
吉
ヲ
補
冀
シ
、
商
行
ニ
從
事
シ
、
益
々
繁
昌
シ
、
廿
數
年
間
ニ
相

應
ノ
財
産
ヲ
求
メ
テ
、
右
藤
吉
方
ニ
終
ル
」（
句
点
筆
者
（
と
記
さ
れ
て
お
り
、
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与
惣
治
も
相
当
の
資
産
を
築
き
上
げ
た
と
思
わ
れ
る
。
古
老
た
ち
に
よ
る
と
、
桑

田
家
は
、
旧
海
保
村
中
郷
地
区
の
伊
鍔
家
と
組
み
、
伊
鍔
家
が
餅
を
作
り
、
桑
田

家
が
そ
れ
を
海
岸
の
賭
場
に
売
り
、
そ
う
し
て
得
た
資
金
を
元
に
金
貸
し
を
や
っ

て
豊
か
に
な
っ
て
い
っ
た（

44
（

と
い
う
話
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
こ
の
与
七
・
与
惣

治
の
時
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
該
碑
で
は
、
与
惣
治
に
は
男
子
が

な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
当
主
・
桑
田
良
望
氏
に
よ
る
と
、
事
実
は
そ

う
で
は
な
く
、
藤
吉
と
い
う
長
男
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
姉
・
ヤ
ス
が
商
才
に
長
け

て
い
た
た
め
に
、
家
に
残
さ
れ
、
藤
吉
は
当
時
絶
家
し
て
し
ま
っ
た
伊
鍔
家
を
再

興
す
る
た
め
に
分
家
し
た
（
現
在
の
伊
鍔
家
。
屋
号
「
も
ち
や
ん
み
せ
」（
の
だ

と
い
う
。
こ
の
ヤ
ス
の
も
と
に
、
旧
海
保
村
中
谷
地
区
永
津
の
名
主
・
小
手
喜
太

郎
（
45
（

の
次
男
・
小お

で手
良

り
ょ
う
さ
く

作
が
養
子
に
入
り
、
当
家
は
一
層
発
展
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
当
家
に
は
、
九
十
九
里
浜
か
ら
干
鰯
を
移
入
し
、
そ
れ
を
売
っ
て
資
産
を
得

た
と
い
う
話
が
残
っ
て
お
り（

46
（

、
時
期
的
に
い
っ
て
、
そ
れ
は
こ
の
代
の
こ
と
と
思

わ
れ
る
。
た
だ
し
、
良
望
氏
に
よ
れ
ば
、
当
家
の
発
展
に
は
、
良
作
の
活
動
よ
り

も
、
む
し
ろ
金
貸
業
に
長
じ
た
ヤ
ス
の
働
き
が
貢
献
し
て
い
る
と
い
っ
た
話
が

残
っ
て
い
る
と
い
う
。
と
す
る
な
ら
ば
、
当
時
の
当
家
の
進
展
は
、
該
碑
の
論
調

と
は
異
な
り
、
ヤ
ス
と
良
作
の
共
同
作
業
に
よ
っ
た
と
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

か
く
し
て
、
桑
田
家
は
、
こ
の
良
作

（
47
（

の
代
に
田
畑
三
十
二
町
歩
を
有
す
る
大
地
主

と
な
り
、
良
作
自
身
も
地
租
改
正
総
代
、
村
会
議
員
を
歴
任
し
た
。
該
碑
で
は
、

こ
の
よ
う
な
栄
達
を
遂
げ
た
良
作
の
「
夫
れ
驕
奢
は
、
身
を
亡

ほ
ろ
ぼ
すす

の
基
な
り
。
世

運
漸
く
開
け
、
樸
素
の
風
は
日ひ

び
に
消
え
て
、
淫
靡
の
習
は
歳と

し
ど
し
に
長
ず
。
中

に
守
る
こ
と
有
る
非
ざ
れ
ば
、
染
ま
ら
ざ
ら
ん
と
欲
す
る
も
難
し
」
な
ど
と
す
る

子
孫
へ
の
訓
戒
を
記
し
て
、
文
を
閉
じ
て
い
る
。

　

撰
者
・
桑
田
民
太
郎
は
、
慶
応
元
年
八
月
五
日
生
、
昭
和
二
十
一
年
二
月
四
日

没
（
旧
海
保
村
中
郷
地
区
桑
田
家
墓
誌
（。
そ
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、
次
資
料

「
桑
田
家
家
訓
碑
」
の
ほ
か
、『
房
総
人
名
辞
書
』、『
房
総
・
町
村
と
人
物
』
に
も

詳
し
く
紹
介
さ
れ
、
明
治
三
十
六
年
に
『
東
海
新
聞
』（
千
葉
県
立
中
央
図
書
館

所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
紙
上
で
、
県
下
模
範
町
村
長
の
一
人
に
選
ば
れ
た
際

に
も
、
同
年
八
月
九
日
付
け
記
事
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
右
記
「
祖

先
伝
来
戒
名　

桑
田
姓
」
に
は
、「
民
太
郎
は
生
来
賢
く
、
市
原
郡
姉
崎
、
千
種
、

五
井
、
東
海
、
市
西
、
養
老
村
に
小
作
人
は
、
三
百
人
に
及
ぶ
ほ
ど
で
あ
り
、
村

長
と
し
て
も
名
声
高
く
、
ま
た
県
会
議
員
と
し
て
南
部
の
鈴
木
発
太
郎
と
共
に
協

力
し
て
活
躍
、
桑
田
家
全
盛
期
で
あ
っ
た
」
と
記
さ
れ
る
。
な
お
、
民
太
郎
は
、

資
料
十
七
「
井
口
松
山
翁
碑
」
の
建
設
に
資
金
協
力
し
て
い
る
（「
松
山
翁
碑
裏

面
」（。
こ
の
こ
と
か
ら
、
井
口
松
山
の
「
箐
箐
学
舎
」
に
通
学
し
て
い
た
と
思
し

く
、
民
太
郎
に
は
幾
分
か
の
漢
学
の
素
養
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
民
太
郎
が

箐
箐
学
舎
に
通
っ
た
の
は
、
井
口
松
山
が
、
民
太
郎
の
父
で
あ
る
良
作
の
実
父
・

小
手
喜
太
郎
の
弟
に
あ
た
り
、
民
太
郎
と
親
戚
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
「
興
産
碑
」
に
は
、
同
家
に
、
訥
堂
に
よ
り
隷
書
で
紙
に
書
か
れ
た
バ
ー

ジ
ョ
ン
も
存
在
す
る
。
そ
れ
と
の
異
同
は
校
注
に
示
し
た
。
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［
題
額
］

　
　

興
産
碑

［
表
］我

桑
田
氏
、
不
詳
其
先
所
出
、
其
來
居
海
保
村
、
蓋
在
明
暦
中
云
、
歴
數
世

尚
微
、
至
與
七
君
時
、
始
有
田
産
、」
以
篤
行
稱
於
郷
里
、
年
八
十
餘
歿
、

其
子
曰
與
總
治
君
（
校
１
（、
嗣
無
子
、
以
同
村
小
手
氏
子
爲
後
、
實
吾
嚴

父
良
」
作
君
也
、
君
以
慶
應
二
年
代
與
總
治
君
、
主
於
家
、
初
桑
田
氏
、
自

與
七
君
時
、
有
田
數
町
・
宅
一
廛
、
廩
一
宇
、」
然
一
歳
所
入
無
幾
許
（
校

２
（、
不
足
以
饒
家
計
、
君
慨
然
謂
、
此
安
足
以
上
納
官
租
、
下
供
仰
事
俯

育
之
資
、
余
既
」
來
繼
是
家
、
則
興
之
以
慰
祖
宗
之
靈
、
是
吾
任
也
、
於
是

夙
興
夜
寐
、
耕
販
兼
營
、
一
意
節
嗇
、
有
餘
貲
、
則
以
」
易
田
、
積
三
十
許

年
、
乃
得
田
畑
三
十
二
町
歩
、
屋
舎
倉
廩
若
干
宇
、
計
其
價
實
貮
萬
圓
、
初

漸
富
名
寖
重
、」
毎
郷
黨
有
公
事
、
必
與
焉
、
明
治
九
年
、
嘗
爲
地
租
改
正

總
代
、
二
十
二
年
、
又
被
選
爲
村
會
議
員
、
其
六
月
、」
遂
任
區
長
、
此
歳

修
築
千
葉
警
察
署
、
君
献
資
若
干
、
二
十
五
年
、
治
村
道
橋
梁
、
又
捐
貲
助

之
、
両
賜
木
杯
」
被
賞
、
其
他
捐
財
救
人
、
蓋
匪
尠
也
、
於
是
乎
君
素
志
蓋

少
酬
矣
、
嘗
一
日
、
娶
子
女
告
之
曰
、
余
年
二
十
三
、」
初
繼
此
家
、
辛
苦

経
營
、
以
勤
稼
穡
者
、
蓋
三
十
餘
年
、
積
錙
銖
長
尺
寸
、
以
纔
致
有
今
日
、

其
於
桑
田
氏
、
弗
」
爲
無
微
勞
、
汝
等
生
長
安
逸
、
不
知
稼
穡
艱
難
、
世
有

厥
父
積
財
遺
子
、
厥
子
乃
爲
賊
亡
身
者
、
可
不
戒
（
校
３
（
哉
、」
夫
驕
奢

者
、
亡
身
之
基
也
、
世
運
漸
開
、
樸
素
之
風
日
消
、
而
淫
靡
之
習
歳
長
、
非

中
有
守
、
欲
弗
染
也
難
矣
、」
汝
等
謹
毋
以
余
是
言
爲
耄
也
、
凡
財
、
非
積

之
難
、
守
之
實
難
、
非
徒
守
之
難
、
善
用
之
斯
爲
貴
也
、
余
平
生
」
自
戒
濫

費
、
然
苟
可
以
益
世
救
人
、
則
棄
之
亦
不
惜
也
、
汝
等
尚
體
吾
志
焉
、
余
又

崇
敬
神
佛
意
、
余
（
校
４
（
興
家
、」
雖
由
于
勤
勉
、
未
必
非
冥
助
、
余
日

夕
弗
敢
忘
其
恩
、
汝
等
志
之
、
僉
曰
、
唯
々
、
民
太
郎
、
懼
其
久
而
或
失

墜
、」
謹
刻
于
石
以
傳
、
且
爲
之
銘
曰

桑
田
之
家
、
世
居
南
總
、
其
來
海
保
、
在
明
暦
中
、
數
世
尚
微
、
興
自
乃

翁
、
行
修
于
（
校
５
（
家
、一
鄕
仰
風
、
萬
孫
螟
蛉
、」
能
追
先
蹤
、
勤
儉
富

家
、
以
卒
祖
功
、
積
財
報
先
、
散
財
奉
公
、
善
積
善
散
、
乃
孝
乃
忠
、
垂
訓

子
孫
、
戒
奢
飾
躬
、」
毋
以
今
之
裕
、
忘
昔
之
窮
、
戰
々
競
々
、
以
思
有
終

　
　
　
　
　

明
治
三
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日　
　

不
肖
男　

民
太
郎
謹
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　

野　

山　
　
　

慶　

道　

書

（
校
１
（
治
君　

 

桑
田
良
望
家
所
蔵
・
訥
堂
写
「
興
産
碑
」
で
は
、「
君
治
」

に
作
る

（
校
２
（
幾
許　

右
記
・
訥
堂
写
「
興
産
碑
」
で
は
、「
幾
計
」
に
作
る

（
校
３
（
戒　
　

右
記
・
訥
堂
写
「
興
産
碑
」
で
は
、「
誡
」
に
作
る

（
校
４
（
余　
　

右
記
・
訥
堂
写
「
興
産
碑
」
で
は
、「
予
」
に
作
る

（
校
５
（
于　
　

右
記
・
訥
堂
写
「
興
産
碑
」
で
は
、「
於
」
に
作
る
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資
料
二
十
七
　
桑
田
家
家
訓
碑

　

当
該
資
料
は
、
旧
海
保
村
中
谷
地
区
桑
田
た
つ
家
に
現
存
す
る
石
碑
で
あ
る
。

新
発
見
資
料
で
あ
る
。該
碑
は
、桑
田
家
の
栄
達
の
過
程
に
つ
い
て
、資
料
二
十
六

を
受
け
て
、
民
太
郎
が
そ
の
父
・
良
作
ま
で
に
獲
得
し
た
田
畑
山
林
に
加
え
、
新

た
に
田
畑
山
林
約
四
十
六
町
歩
を
獲
得
し
、
東
海
村
長
、
千
葉
県
議
会
議
員
、
市

原
郡
会
議
長
を
務
め
、
そ
の
家
督
を
良

り
ょ
う
し
ん

信
に
つ
が
せ
る
ま
で
を
記
し
、
さ
ら
に
、

慶
子
を
分
家
さ
せ
、
慶
子
の
養
子
良

り
ょ
う
と
く

徳
に
田
畑
山
林
八
町
歩
を
与
え
て
、
分
家
の

基
礎
を
確
立
す
る
ま
で
を
綴
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
民
太
郎
の
子
孫
へ
の

訓
戒
を
記
し
て
文
を
閉
じ
て
い
る
。
な
お
、
該
碑
で
は
、
民
太
郎
の
相
続
を
明
治

二
十
三
年
十
二
月
の
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
桑
田
良
望
家
所
蔵
除
籍
謄
本
で
は
、

明
治
二
十
九
年
八
月
十
七
日
相
続
と
し
て
い
る
。
こ
の
相
違
の
理
由
は
不
明
で
あ

る
。
慶
子
は
、
旧
今
富
村
の
伊
藤
祐
真

（
48
（

の
長
女
で
、
明
治
十
七
年
四
月
二
十
三
日

に
生
ま
れ
、
大
正
二
年
八
月
二
十
日
に
民
太
郎
の
養
子
と
な
り
（
以
上
、
右
記
除

籍
謄
本
（、昭
和
四
十
四
年
六
月
十
六
日
に
没
し
た（
旧
海
保
村
中
谷
地
区
桑
田
家

墓
碑
（。
右
記
除
籍
謄
本
に
お
い
て
、
そ
の
養
子
入
り
の
日
付
が
該
碑
記
述
（
大

正
三
年
十
二
月
（
と
異
な
っ
て
い
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
良

り
ょ
う
と
く

徳
は
、
明
治

三
十
三
年
十
月
十
日
に
生
ま
れ
、
大
正
三
年
十
二
月
二
十
六
日
に
慶
子
の
養
子
と

な
り
（
以
上
、
右
記
除
籍
謄
本
（、
昭
和
三
十
二
年
二
月
二
十
八
日
に
死
亡
し
た

（
右
記
墓
碑
（。
村
会
議
員
、
収
入
役
を
務
め
た
（『
市
原
市
史
』
別
巻
、
七
九
二

頁
（。
所
蔵
者
た
つ
氏
は
、
そ
の
良

り
ょ
う
と
く

徳
の
子
息
で
あ
る
故
桑
田
滋
氏
の
夫
人
で
あ

る
。
良

り
ょ
う
し
ん

信
は
、
明
治
十
七
年
九
月
十
七
日
に
生
ま
れ
（
右
記
除
籍
謄
本
（、
村
会

議
員
、
村
長
を
歴
任
し
、
ま
た
村
信
用
組
合
を
設
立
し
た
（『
自
治
団
体
の
沿
革
』

東
京
都
民
新
報
社
、
一
九
二
八
、「
市
原
郡
誌
と
名
誉
録
」
七
頁
（。
昭
和
二
十
八

年
六
月
十
一
日
没
、
享
年
六
十
八
歳
（
旧
海
保
村
中
郷
地
区
桑
田
家
墓
誌
（。
こ

の
良
信
の
子
息
が
市
会
議
員
を
務
め
て
い
た
浩
氏
で
、
そ
の
子
息
が
資
料
二
十
六

の
所
蔵
者
で
あ
る
良よ

し
も
ち望

氏
で
あ
る
。
撰
者
の
市
原
照
は
、
夷
隅
郡
中
川
村
の
人
。

明
治
十
六
年
十
月
八
日
に
生
ま
れ
た
。
号
は
、
蒼
海
、
希
明
。
旧
姓
は
半
場
。
小

学
校
教
諭
を
務
め
る
か
た
わ
ら
、
日
高
誠
実
（
一
八
三
六
〜
一
九
一
五
（
に
師
事

し
、
漢
学
を
学
び
、
そ
の
間
、
市
原
氏
を
嗣
い
だ
。
後
、
千
葉
庶
民
新
報
を
創
刊

し
た
。（『
千
葉
県
歴
史
』
千
葉
県
歴
史
刊
行
会
、
昭
和
四
年
（。
昭
和
四
十
七
年

没
（w

ebcatplus.nii.ac.jp

（。

［
題
額
］

　
　

家
訓
碑

［
表
］桑

田
民
太
郎
君
、
南
總
市
原
郡
東
海
村
人
、
富
理
財
奉
公
之
心
、
明
治
三
」

十
六
年
二
月
、
任
東
海
村
長
、
當
明
治
三
十
七
八
年
戰
役
、
有
所
盡
力
、

依
」
功
、
叙
勲
八
等
、
賜
白
色
桐
葉
章
、
同
四
十
四
年
九
月
、
選
千
葉
縣
會

議
員
、」
大
正
四
年
九
月
、
擧
市
原
郡
會
議
長
、
參
畫
許
多
公
共
事
業
、
功

績
頗
顕
」
著
也
、
喜
捨
淨
財
於
江
湖
、
其
金
額
亦
不
尠
矣
、
君
使
養
女
慶
子

分
家
、
實
」
大
正
三
年
十
二
月
也
、
後
迎
良
德
爲
慶
子
養
子
、
爲
良
德
娶
伊
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藤
祐
眞
」
四
女
美
子
妻
之
、
而
確
立
分
家
基
礎
、
於
是
乎
君
有
所
深
感
、
卽

述
其
縁
」
由
於
家
人
、
且
垂
訓
焉
、
不
肖
民
太
郎
、
明
治
二
十
三
年
十
二

月
、
繼
承
實
」
父
良
作
家
督
、
爾
後
十
有
七
年
閒
、
一
意
專
心
、
勉
勵
家

業
、
購
得
田
三
十
」
二
町
三
反
歩
、
畑
宅
地
山
林
等
約
十
三
町
五
反
歩
、
此

代
價
三
萬
二
千
」
餘
金
也
、
又
改
築
住
家
、
費
一
萬
豫
金
、
大
正
九
年
六

月
、
讓
與
全
不
動
産
」
于
長
男
良
信
、
以
隱
居
自
是
爲
分
家
助
力
、
大
正

十
五
年
三
月
、
使
良
德
」
相
續
家
督
、
乃
本
家
戸
主
良
信
無
償
讓
渡
于
分

家
、
以
田
五
町
歩
、
畑
二
」
町
歩
、
山
林
一
町
歩
、
予
同
棲
分
家
、
援
監
財

與
蓄
財
之
方
、
以
樹
子
孫
安
」
榮
竝
敎
育
之
計
、
更
投
私
財
、
購
額
面
二
萬

圓
有
價
證
券
而
與
之
、
分
家
」
亦
欲
以
令
無
後
顧
之
憂
也
、
訓
誡
家
人
曰
、

汝
等
宜
洞
察
予
既
往
行
狀
」
兼
平
生
志
所
存
、
汝
等
宜
旦
暮
必
念
吾
家
祖
先

之
鴻
恩
、
汝
等
宜
勤
儉
」
治
産
、
以
謀
家
運
之
日
隆
昌
、
君
欲
思
家
事
將
來

之
餘
、
勒
家
訓
於
貞
珉
」
建
之
、
請
文
于
余
、
惟
爲
此
擧
也
、
不
獨
使
君
家

盛
、
亦
以
感
益
於
風
敎
、
不
」
敢
辭
、
據
狀
、
叙
其
梗
概

　
　
　

昭
和
九
年
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蒼
海　

市
原
照
撰　

中
村
南
畝
書

注（
1
（ 

『
房
総
人
名
辞
書
』
六
四
三
頁
。

（
2
（ 

切
替
尊
文
氏
「
小
手
重
夫
先
生
を
悼
む
」（『
上
総
市
原
』
創
刊
号
、
昭
和

五
十
一
年
（
一
四
七
頁
に
よ
る
。
ま
た
、
要
助
も
文
政
六
年
（
一
八
二
三
（
に

小
出
領
名
主
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
『
市
原
市
史
』
資
料
集
（
近
世
編
２
（

七
四
〇
頁
か
ら
窺
え
る
。

（
3
（ 

『
房
総
人
名
辞
書
』
六
四
三
頁
に
よ
れ
ば
、
当
家
は
、
明
治
末
期
の
当
主
小
手
英ひ

で

よ
り
四
代
前
の
小
出
藩
間
か
ら
「
小
手
」
姓
を
称
し
た
と
さ
れ
る
。
該
碑
で
い

わ
れ
る
小
出
要
助
は
、
英
よ
り
ち
ょ
う
ど
四
代
前
に
あ
た
る
。
こ
の
た
め
、
初

め
て
「
小
手
」
姓
を
名
乗
っ
た
小
出
藩
間
と
は
、
こ
の
要
助
の
こ
と
だ
と
わ
か

る
。
な
お
、
当
家
が
「
小
出
」
で
は
な
く
「
小
手
」
を
名
乗
っ
た
理
由
は
、
領

主
が
「
小
出
」
姓
だ
っ
た
こ
と
を
憚
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

（
4
（ 

峰
嶋
来
山
に
つ
い
て
は
、
従
来
全
く
不
明
で
あ
っ
た
が
、
旧
不
入
斗
村
の
鈴
木

太
郎
大
夫
家
墓
地
に
現
存
す
る
「
村
長
高
山
鈴
木
氏
墓
碑
銘
幷
序
」
か
ら
、
亀

田
綾
瀬
の
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
た
。

（
5
（ 

資
料
十
八
に
よ
れ
ば
、
松
山
は
「
佐
助
」
と
も
称
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る

が
、
千
葉
県
立
中
央
図
書
館
所
蔵
「
海
保
村
惣
百
姓
宗
門
人
別
帳
」
に
は
、
慶

応
三
年
三
月
当
時
、
組
頭
と
し
て
「
佐
助
」
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

旧
海
保
村
上
郷
地
区
霜
崎
博
之
家
所
蔵
「
海
保
根
元
記
」
に
は
、
明
治
元
年
四

月
に
、「
佐
介マ

マ

」
が
名
主
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
資
料
十
七
で
は
、

井
口
松
山
は
慶
応
元
年
に
は
名
主
に
就
い
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
名

主
を
退
任
し
て
組
頭
に
退
き
、
慶
応
三
年
三
月
以
降
、
再
び
名
主
に
就
き
、
ま

た
、
一
旦
退
任
し
た
後
、
明
治
元
年
四
月
に
、
名
主
に
就
い
た
と
い
う
こ
と
な

の
か
、
そ
れ
と
も
、
石
碑
の
方
が
名
主
就
任
の
年
代
を
誤
っ
て
記
し
て
い
る
の

か
は
不
明
。

（
6
（ 

『
市
原
市
史
』
中
巻
、
九
四
六
頁
に
よ
る
と
、
当
時
、
柳
原
村
、
町
田
村
、
畑
木

村
に
撒
兵
隊
の
残
党
が
屯
集
し
て
い
る
と
い
う
噂
が
あ
り
、
そ
の
方
面
へ
、
長

州
藩
と
大
村
藩
の
部
隊
が
向
か
い
、
ま
た
村
上
村
か
ら
柳
原
村
、
宮
原
村
、
今

富
村
、
海
保
村
、
畑
木
村
を
通
っ
て
、
姉
崎
村
へ
津
藩
の
部
隊
が
向
か
っ
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
山
下
某
は
そ
の
い
ず
れ
か
の
部
隊
に
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
7
（ 
亀
田
鶯
谷
は
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
（
に
生
ま
れ
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
（

に
没
し
た
。
名
は
長
保
、
字
は
申
之
。
鶯
谷
の
ほ
か
、
学
孔
堂
と
も
号
し
た
。

本
姓
鈴
木
氏
（『
江
戸
文
人
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
（。
下
総
国
岡
田

郡
東
蕗
田
村
の
人
。
亀
田
綾
瀬
の
門
下
に
入
り
、
綾
瀬
の
養
子
と
な
る
。
関
宿

藩
儒
。
祖
父
亀
田
鵬
斎
、
父
綾
瀬
と
や
や
異
な
り
、
漢
学
と
国
学
の
調
和
を
模
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索
す
る
独
自
の
学
風
を
草
創
し
た
（
村
山
吉
廣
氏
『
漢
学
者
は
い
か
に
生
き
た

か
〈
近
代
日
本
と
漢
学
〉』
大
修
館
書
店
、
一
九
九
九
。
五
十
〜
五
十
一
、

五
十
八
頁
（。

（
8
（ 
明
治
期
の
漢
学
者
、
教
育
者
。
熊
本
県
士
族
。
明
治
二
十
〜
二
十
七
年
に
か
け

て
、
千
葉
県
尋
常
師
範
学
校
教
員
を
務
め
る
。
編
著
に
『
国
語
学
文
典
』『
漢
文

学
教
科
書
』
な
ど
が
あ
る
（http//dbrec.nijl.ac.jp/CSD

B_37364

（。
そ
の

長
男
・
至み

ち
と
も大

は
、
旧
市
原
郡
飯
沼
村
の
松
原
家
の
養
子
と
な
り
、
児
童
文
学
作

家
と
し
て
活
躍
し
た
（『
市
原
市
史
』
別
巻
、
五
四
一
〜
五
四
五
頁
（。

（
9
（ 

旧
海
保
村
中
郷
地
区
の
鴇
矢
元も

と
あ
き彰

家
に
は
、
中
島
撫
山
に
よ
る
「
松
島
記
」
の

稿
本
が
残
っ
て
お
り
、
中
島
撫
山
が
市
原
郡
を
訪
れ
た
際
に
は
、
当
時
の
鴇
矢

家
の
当
主
・
元げ

ん
し
ょ
う彰

（
明
治
二
十
八
年
没
（
も
中
島
撫
山
と
交
流
を
も
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。

（
10
（ 

大
田
玄
齢
は
、
大
田
錦
城
の
四
男
で
、
名
は
玄
齢
、
字
は
季
喬
、
号
は
晩
成
、

通
称
は
遮
那
四
郎
と
い
い
、
他
の
兄
弟
と
同
じ
く
頭
脳
明
晰
で
、
常
に
房
総
や

二
毛
信
越
の
間
を
往
来
し
、
も
し
く
は
江
戸
に
も
ど
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
生

徒
に
授
業
し
た
。
一
時
駿
府
奉
行
や
館
林
侯
に
仕
え
た
が
、
す
ぐ
江
戸
に
も
ど

り
、
私
塾
を
営
ん
で
一
生
を
送
っ
た
。
そ
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
井
上
善
雄

『
大
田
錦
城
伝
考
』
下
、
加
賀
市
文
化
財
専
門
委
員
会
・
江
沼
地
方
史
研
究
会
、

一
九
七
三
、三
九
七
〜
三
九
八
頁
、
上
掲
『
江
戸
文
人
辞
典
』
八
十
頁
の
ほ
か
、

大
田
才
次
郎
『
旧
聞
小
録
』
巻
上
、
二
六
葉
ウ
〜
三
〇
ウ
に
詳
し
い
。

（
11
（ 

当
該
鴇
矢
家
は
、
旧
海
保
村
中
郷
地
区
の
小こ

や
つ谷

を
代
表
す
る
名
家
と
目
さ
れ
、

屋
号
を
「
こ
や
つ
」（
も
し
く
は
「
虎
（
寅
（
右
衛
門
」（
と
称
し
た
。「
谷
」
姓

の
由
来
は
、
こ
の
屋
号
か
ら
来
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
類
例
と
し
て
、
前
稿
の

資
料
五
「
悟
桐
園
如
圭
道
人
墓
碑
」
の
項
で
触
れ
た
小
出
爲
光
（
天
保
十
一
年

没
、
享
年
七
十
七
歳
（
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
出
家
は
、
旧
柏
原

村
で
屈
指
の
名
家
と
目
さ
れ
、
屋
号
を
「
森
」（
も
し
く
は
「
十
（
重
（
左
衛

門
」（
と
称
し
た
が
、
爲
光
は
医
者
と
し
て
も
著
名
で
、
千
葉
県
立
中
央
図
書
館

蔵
・
河
崎
英
斎
『
房
総
医
家
人
名
録
』（
一
八
二
五
年
（
に
は
、「
森
重
左
衛
門
」

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
転
用
は
、
当
時
頻
繁
に
行
わ
れ
た
こ

と
か
も
し
れ
な
い
。

（
12
（ 

当
該
稿
本
に
よ
れ
ば
、
郡
平
の
性
格
は
寛
大
で
、
任
侠
の
気
風
が
有
っ
た
。
当

時
、
領
主
某
（
小
出
氏
の
こ
と
（
は
貧
乏
で
、
常
に
不
当
な
税
を
領
民
に
課
し

て
い
た
。
こ
の
た
め
、
村
の
力
の
な
い
人
々
は
生
計
に
窮
迫
し
て
し
ま
っ
て
い

た
。
郡
平
は
こ
れ
を
見
か
ね
て
、
蔵
を
開
き
、
上
は
小
出
家
か
ら
、
下
は
村
の

力
の
な
い
人
々
に
至
る
ま
で
、
惜
し
み
な
く
援
助
を
施
し
続
け
た
と
い
う
。
こ

う
し
て
、
十
数
年
も
た
つ
と
、
鴇
矢
家
の
家
産
は
傾
き
、
負
債
だ
ら
け
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
。
大
田
玄
齢
は
こ
の
よ
う
な
郡
平
を
「
己
を
損
い
、

人
を
益
す
る
者
と
謂
う
可
き
の
み
」
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

（
13
（ 

「
切
替
節
子
家
文
書
」『
市
原
市
史
』
資
料
編
（
近
世
編
２
（
三
四
七
〜
三
四
八

頁
に
基
く
。

（
14
（ 

鴇
矢
元
忠
は
、
君
津
郡
奈
良
輪
村
上
原
知
行
所
名
主
・
鳥
飼
家
に
生
ま
れ
、
字

を
太
三
郎
と
い
い
、
の
ち
、
鴇
矢
鹿
門
の
養
子
と
な
っ
て
虎
右
衛
門
と
称
し
、

文
久
二
年
（
一
八
六
二
（
八
月
六
日
に
死
亡
し
た
。
享
年
四
十
七
歳
。
千
葉
県

文
書
館
所
蔵
「
賀
八
十
八
歳
高
寿
序
」（
鳥
飼
家
文
書
「
し
四
十
二
」（
に
は
、

鴇
矢
鹿
門
の
漢
詩
の
あ
と
、
鴇
矢
順
な
る
者
の
漢
詩
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
「
賀
八
十
八
歳
高
寿
序
」
は
、
鴇
矢
鹿
門
『
致
一
斎
集
』
に
も
収
録
さ
れ
て

お
り
、
そ
こ
で
は
「
男
太
三
郎
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
元
忠
は
、
順
と
も

称
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
元
忠
の
次
男
・
厚
之
助
（
一
八
四
四
〜

一
九
〇
四
（
は
、
奈
良
輪
村
上
原
知
行
所
名
主
（
の
ち
、
三
上
藩
大
庄
屋
（・
鳥

飼
和
一
郎
（
一
八
三
八
〜
一
八
九
四
（
の
も
と
に
養
子
に
入
り
、
の
ち
六
右
衛

門
と
称
し
、
奈
良
輪
村
名
主
、
戸
長
を
務
め
た
（
以
上
、
鳥
飼
家
に
関
し
て
は
、

『
袖
ヶ
浦
市
奈
良
輪
・
鳥
飼
家
文
書
目
録
（
上
（』
千
葉
県
文
書
館
、

二
〇
〇
八
、十
〜
十
一
頁
。
元
忠
に
つ
い
て
は
、
特
記
し
た
も
の
を
除
き
、
す
べ

て
鴇
矢
元
彰
邸
内
墓
碑
・
同
所
蔵
位
牌
の
写
し
書
き
に
よ
る
（。
な
お
、
厚
之
助

の
養
父
・
和
一
郎
（
号
、
成
教
（
は
、
幼
少
時
、
鴇
矢
鹿
門
に
教
え
を
受
け
、

不
撓
不
屈
の
精
神
で
新
地
開
発
を
遂
行
し
た
人
物
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
そ
の

伝
記
は
『
袖
ヶ
浦
町
史
』
通
史
編
下
（
袖
ヶ
浦
町
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
三
（

七
四
一
〜
七
四
三
頁
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
15
（ 
大
田
錦
城
は
、
加
賀
大
聖
寺
の
人
。
皆
川
棋
園
、
山
本
北
山
に
学
ん
だ
が
、
意

に
満
た
ず
、
独
学
で
学
問
を
大
成
し
た
。
駒
込
に
塾
を
開
き
、
町
儒
と
し
て
出
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発
し
た
が
、
や
が
て
吉
田
藩
主
に
厚
遇
さ
れ
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
（、
儒
臣

と
な
り
、
藩
校
時
習
館
の
改
革
に
あ
た
っ
た
。
の
ち
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
（、

金
沢
藩
に
招
聘
さ
れ
て
、
儒
臣
と
な
り
、
三
百
石
を
給
与
さ
れ
た
。
そ
の
学
問

は
、
朱
子
学
を
宗
と
し
た
が
、
そ
れ
を
墨
守
せ
ず
、
諸
説
を
折
衷
し
て
、
正
説

を
と
り
、
い
や
し
く
も
経
義
に
関
す
る
も
の
は
、
詳
し
く
考
証
し
、
そ
の
異
同

を
詳
細
に
弁
明
し
た
（
上
掲
『
江
戸
文
人
辞
典
』
七
八
〜
七
九
頁
（。
錦
城
の
住

居
は
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
（
以
降
、
そ
の
死
に
至
る
ま
で
、
両
国
矢
ノ
倉

に
あ
っ
た
（
上
掲
井
上
善
雄
『
大
田
錦
城
伝
考
』
下
、
三
八
三
頁
（。
な
お
、
鴇

矢
鹿
門
は
、
谷
鹿
門
名
義
で
、
嘉
永
六
年
版
『
錦
城
文
録
』
の
校
正
を
し
て
い

る
。

（
16
（ 

『
市
原
の
あ
ゆ
み
』（
市
原
市
、
一
九
七
三
（
三
〇
九
頁
で
は
、「
一
五
歳
の
と
き

既
に
師
の
代
講
を
勤
め
る
ほ
ど
学
問
が
す
す
み
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
何
を
根

拠
と
し
て
言
わ
れ
て
い
る
か
不
明
。

（
17
（ 

『
房
総
・
町
村
と
人
物
』
多
田
屋
書
店
、
一
九
一
八
、一
一
〇
頁
「
永
滝
直
四
郎
」

の
項
に
よ
る
と
、
鴇
矢
鹿
門
は
、
江
戸
に
お
い
て
「
牧
其
他
諸
侯
の
侍
講
た
り

し
こ
と
あ
り
」
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
永
滝
直
四
郎
は
、
安
政
四
年
三
月
、

右
記
鴇
矢
元
忠
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
、「
幼
少
の
頃
よ
り
小
貫
庸
徳
に
就
て
漢

籍
を
、
成
瀬
大
域
に
就
て
書
道
を
、
八
代
成
立
に
就
て
算
術
を
学
」
ん
だ
と
さ

れ
る
。「
八
代
成
立
」
は
、
旧
島
野
村
塚
原
地
区
で
算
術
を
教
え
て
い
た
八
代
成

之
の
誤
記
で
あ
る
。
旧
島
野
村
七
ツ
町
地
区
の
島
穴
神
社
に
現
存
す
る
「
八
代

成
之
翁
碑
」
の
裏
に
は
、
門
人
の
名
と
思
し
い
名
が
百
十
六
名
刻
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
な
か
に
永
滝
直
四
郎
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
直
四
郎
は
、
そ
の
後
、
千

葉
郡
椎
名
村
中
西
の
永
滝
家
に
養
子
に
行
き
、
の
ち
収
入
役
、
助
役
、
村
長
、

郡
会
議
員
を
歴
任
し
た
。

（
18
（ 

『
市
原
郡
誌
』（
町
村
誌
篇
、
七
九
八
頁
（
に
よ
れ
ば
、
門
下
生
は
、
市
原
郡
の

他
、
印
旛
郡
、
山
武
郡
、
長
生
郡
、
夷
隅
郡
、
君
津
郡
か
ら
広
く
集
ま
り
、
そ

の
数
、
数
百
人
に
も
上
っ
た
と
い
う
。

（
19
（ 

海
保
漁
村
は
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
（、
上
総
国
武
射
郡
北
清
水
村
に
生
ま
れ

る
。
諱
は
尚
賢
、
の
ち
元も

と
な
り備

、
紀
之
、
字
は
純
卿
、
の
ち
春
農
、
号
は
漁
村
。

そ
の
父
・
修の

ぶ
ゆ
き之

は
、
医
者
で
あ
っ
た
。
海
保
氏
の
先
祖
は
、
里
見
義
基
の
長
男
・

氏
義
と
さ
れ
、
こ
の
氏
義
が
上
総
国
の
海
保
荘
に
移
り
住
み
、
海
保
大
隅
守
と

称
し
た
こ
と
に
始
め
る
と
さ
れ
る
。
漁
村
は
幼
少
時
、
父
か
ら
句
読
を
教
わ
り
、

文
化
八
年
（
一
八
一
一
（
に
は
、
初
め
て
江
戸
に
出
る
が
、
数
か
月
な
ら
ず
し

て
郷
里
に
帰
る
。
文
政
四
年
（
一
八
二
一
（
三
月
に
は
、
再
び
江
戸
へ
出
て
、

将
軍
家
侍
医
・
多
紀
家
の
学
僕
と
な
り
、
多
紀
柳
沜
の
勧
め
で
、
大
田
錦
城
の

門
に
入
る
。
以
後
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
（
四
月
、
錦
城
が
没
す
る
ま
で
、

錦
城
に
学
ぶ
。
鹿
門
と
は
同
門
で
あ
る
が
、
師
事
期
を
異
に
し
、
互
い
に
交
流

を
持
た
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
日
本
橋
横
山
町
、
湯
島
台
、
下
谷
久
保
街
で
私

塾
を
営
む
。
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
（、
佐
倉
藩
で
の
講
義
を
引
き
受
け
る
。

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
（
四
月
、
下
谷
練
塀
街
に
移
り
、
私
塾
を
営
む
。
安
政

四
年
（
一
八
五
七
（
三
月
、
幕
府
の
医
学
館
直
舎
儒
学
教
授
を
兼
ね
る
。
慶
応

二
年
（
一
八
六
六
（
九
月
、
下
谷
練
塀
街
の
自
宅
で
死
亡
す
る
。
そ
の
学
問
は

錦
城
の
学
風
を
受
け
、
注
疏
の
異
同
を
詳
細
に
調
べ
、
精
確
な
論
証
を
行
う
と

こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
弟
子
に
信し

の
ぶ
じ
ょ
け
ん

夫
恕
軒
、
島
田
重
礼
、
渋
沢
栄
一
が
い
る
。

そ
の
伝
記
は
、
上
掲
・
瀧
口
房
州
氏
『
上
総
の
人
・
海
保
漁
村
』、『
江
戸
文
人

辞
典
』
一
一
二
頁
に
詳
し
い
。

（
20
（ 

す
で
に
一
家
を
構
え
て
い
た
件
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
立
中
央
図
書
館
所
蔵

「
海
保
村
惣
百
姓
宗
門
人
別
帳
」
に
よ
っ
て
判
明
し
た
。
胤
久
と
名
の
っ
て
い
た

こ
と
は
、
旧
今
富
村
千
葉
家
墓
地
内
の
根
本
靜
齋
の
墓
碑
に
よ
っ
て
知
り
得
た
。

な
お
、
元
彰
の
父
・
根
本
宣
胤
は
、
大
田
錦
城
と
鹿
門
に
学
問
を
教
わ
っ
て
お

り
（
旧
今
富
村
千
葉
家
墓
地
内
根
本
靜
齋
の
墓
碑
（、
さ
ら
に
元
彰
の
次
兄
・
貞

直
（
の
ち
、
旧
今
富
村
伊
藤
家
「
む
か
い
」
の
養
子
と
な
る
（
も
鹿
門
に
学
問

を
教
わ
っ
て
い
た
（
旧
今
富
村
伊
藤
家
墓
地
内
伊
藤
乾
齋
の
墓
碑
（
こ
と
か
ら

考
え
る
と
、
元
彰
も
若
年
時
に
鹿
門
か
ら
学
問
を
教
わ
っ
て
い
た
可
能
性
を
想

定
で
き
る
。

（
21
（ 
『
創
立
百
周
年
記
念
誌
』
市
原
市
立
東
海
小
学
校
新
校
舎
落
成
創
立
百
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
、
一
九
七
七
、四
八
頁
の
ほ
か
、
鴇
矢
元
彰
家
所
蔵
「
假
小
學
校

設
立
伺
」（
第
二
十
二
區
三
画
、
夷
隅
郡
勝
浦
町
、
濱
勝
浦
村
、
串
濱
村
（
に
よ

る
。

（
22
（ 

旧
町
田
村
佐
々
木
み
つ
え
氏
（
屋
号
「
に
い
え
」（
所
有
「
字
一
筆
限
地
図
」
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（
一
八
七
六
（
所
収
「
記
」
に
よ
る
。

（
23
（ 

萩
原
秋
巌
は
、
常
陸
国
鹿
島
の
人
。
鹿
島
神
宮
神
職
。
明
治
十
年
没
、
享
年

七
十
六
歳
。
巻
菱
湖
、
市
河
米
庵
の
弟
子
（「『
改
訂
増
補
・
漢
文
学
者
総
覧
』

二
〇
一
〇
、
汲
古
書
院
（。

（
24
（ 
稿
本
「
谷
君
鹿
門
壽
藏
記
」
で
も
、
鹿
門
が
、
塾
の
経
営
に
成
功
し
て
得
た
利

益
で
、
大
き
な
家
屋
を
建
て
て
、
平
坦
な
園
地
に
梅
や
松
、
サ
ザ
ン
カ
を
植
え
、

「
風
流
の
富
窟
」
と
称
す
べ
き
場
所
を
作
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
25
（ 

墓
碑
銘
に
は
時
田
と
あ
る
が
、
現
在
、
当
家
の
子
孫
は
、
姓
を
鴇
田
と
表
記
し

て
い
る
。
屋
号
は
「
名
主
ど
ん
」
と
称
さ
れ
る
。

（
26
（ 

亀
田
鵬
斎
（
一
七
五
二
〜
一
八
二
六
（
は
、
江
戸
神
田
に
生
ま
れ
た
。
名
は
翼
、

の
ち
長
興
、
興
、
字
は
、
国
南
、
の
ち
公
龍
、
穉
龍
、
士
龍
、
士
雲
、
公
芸
、

号
は
鵬
斎
、
善
身
堂
、
惰
々
子
、
金
杉
酔
学
生
、
関
東
第
一
風
顛
生
、
通
称
は

弥
吉
、
の
ち
文
左
衛
門
。
父
は
上
野
出
身
の
鼈
甲
商
で
あ
っ
た
。
十
四
歳
で
、

井
上
金
蛾
の
門
に
入
り
、
二
十
三
歳
で
、
赤
坂
山
王
社
の
傍
ら
で
私
塾
を
開
い

た
。
寛
政
異
学
の
禁
に
あ
っ
た
際
、
困
窮
し
た
た
め
、
井
上
金
蛾
が
尾
張
侯
に

推
薦
し
よ
う
と
し
た
が
、
固
辞
し
た
。
そ
の
後
、
小
石
川
諏
訪
町
、
駿
河
台
、

本
所
横
川
、
下
谷
金
杉
中
村
に
移
り
、
私
塾
を
営
み
続
け
た
。
放
酒
放
達
、
豪

邁
な
性
格
で
、
義
侠
心
に
も
厚
く
、
そ
の
博
学
は
四
方
に
轟
き
、
世
儒
を
白
眼

視
し
た
。
亀
田
綾
瀬
は
そ
の
実
子
。（
以
上
、『
江
戸
文
人
辞
典
』
一
二
九
〜

一
三
〇
頁
（

（
27
（ 

当
該
墓
碑
左
側
に
記
さ
れ
た
「
當
體
院
蓮
華
日
教　

天
保
三
辰
年
十
月
十
八
日
」

が
そ
れ
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
。
ご
子
孫
の
鴇
田
宗
昭
氏
に
お
願
い
し
て
、
そ
の

當
體
院
の
位
牌
を
見
せ
て
い
た
だ
く
と
、
當
體
院
の
位
牌
は
当
主
の
位
牌
の
体

裁
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
た
。
な
お
、『
市
原
市
史
』
資
料
集
（
近

世
編
３
上
（
四
三
頁
に
よ
る
と
、
文
政
十
二
年
に
は
与
惣
左
衛
門
が
島
野
村
名

主
を
務
め
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
南
樟
（
當
體
院
（
は
入
り
婿
後
、

す
ぐ
島
野
村
酒
井
領
名
主
を
務
め
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
28
（ 

善
養
院
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
高
澤
恒
子
氏
「
五
井
む
か
し
む
か
し
」（『
上
総

市
原
』
市
原
市
文
化
財
研
究
会
、
二
〇
一
七
、二
十
九
頁
（
に
触
れ
ら
れ
て
い

る
。

（
29
（ 

後
出
の
山
崎
元
三
郎
・
え
つ
墓
碑
か
ら
は
、
そ
の
諱
は
直
憲
と
い
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

（
30
（ 

『
市
原
郡
誌
』
六
一
四
頁
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
、
戸
長
も
務
め
て
い
る
。

（
31
（ 

『
名
家
伝
記
資
料
集
成
』
第
二
巻
、
思
文
閣
出
版
、
一
一
九
三
頁
。

（
32
（ 

『
市
原
市
史
』
資
料
集
（
近
世
編
４
（
二
五
一
頁
な
ど
。

（
33
（ 

『
市
原
郡
誌
』
六
一
四
頁
に
よ
れ
ば
、
そ
の
後
、
戸
長
も
務
め
て
い
る
。

（
34
（ 

五
井
銀
行
は
、
明
治
三
十
三
年
三
月
、
資
本
金
十
万
円
で
設
立
さ
れ
、
大
正

十
五
年
十
一
月
に
上
総
銀
行
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。
上
総
銀
行
は
、
の
ち
千
葉

合
同
銀
行
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
。
昭
和
十
八
年
三
月
、
こ
の
千
葉
合
同
銀
行
と

小
見
川
農
商
銀
行
、
九
十
八
国
立
銀
行
が
合
併
し
て
成
立
し
た
の
が
、
現
在
の

千
葉
銀
行
で
あ
る
。（『
市
原
市
史
』
下
巻
、
二
五
八
〜
二
五
九
頁
（

（
35
（ 

『
房
総
人
名
辞
書
』
三
五
七
頁
に
よ
れ
ば
、
元
三
郎
は
ま
た
、
明
治
八
年
以
来
、

町
会
議
員
を
歴
任
し
、
明
治
四
十
年
九
月
に
郡
会
議
員
に
就
任
し
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
郵
便
局
長
に
つ
い
た
の
は
明
治
三
十
五
年
と
さ
れ
る
。

（
36
（ 

道
三
郎
の
事
績
に
つ
い
て
は
。
旧
皆
吉
村
志
保
井
地
区
の
渡
邊
家
邸
内
「
先
考

月
庵
遺
徳
之
碑
」、『
自
治
団
体
の
沿
革
（
千
葉
県
の
部
（』（
東
京
都
民
新
報
社
、

一
九
二
八
（「
市
原
郡
誌
と
名
誉
録
」
八
頁
に
よ
る
。

（
37
（ 

『
海
保
根
元
記
』
で
い
わ
れ
る
七な

な
か
ま
ど竃

の
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
本
地
の
稲
毛
家
、
本

郷
の
霜
崎
家
、
岩い

わ
ど戸

の
苅か

り
ご
め米

家
、
中な

か
や谷

の
川
名
家
、
切き

り
ゅ
う生

の
進
藤
家
、
畑は

た
き木

の

高
石
家
の
こ
と
。
但
し
、
中
郷
地
区
で
は
、
岩
戸
の
上
（
苅
米
家
（、
切
生
の
上

（
進
藤
家
（
の
ほ
か
、
前ま

え
さ
と里

の
上
（
井
口
家
（、
辺へ

た田
の
上
（
井
口
家
（、
小こ

や
つ谷

の

上
（
鴇
矢
家
（、
尾お

ざ
わ沢

の
上
（
元
吉
家
（、
諸も

ろ
く
ぞ
う

久
蔵
の
上
（
霜
崎
家
（
を
七
竃
と

称
す
る
と
伝
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
も
旧
家
と
語
り
継
が
れ
る
。
と
り
わ
け
小こ

や
つ谷

の

鴇
矢
家
は
、
源
頼
朝
が
石
橋
山
の
戦
い
の
後
、
安
房
か
ら
北
上
し
、
小
谷
近
辺

を
通
行
し
た
際
に
、
頼
朝
に
鴇
の
矢
を
献
じ
て
、
そ
の
名
を
授
か
っ
た
と
い
う

伝
承
を
持
ち
、
そ
の
土
着
は
一
層
古
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 

　

右
記
『
海
保
根
元
記
』
は
、
海
保
村
に
お
け
る
領
主
の
変
遷
、
寺
社
や
各
旧

家
の
来
歴
な
ど
を
概
述
し
た
古
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
す
で
に
上
掲
霜
崎
家

所
蔵
の
写
本
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
翻
刻
が
収
載
さ
れ
て
い
る
（（『
市
原
市
史
』

資
料
集
、
近
世
編
１
、六
五
八
〜
六
六
七
頁
（
が
、
筆
者
は
、
今
回
の
調
査
で
、
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旧
海
保
村
中
谷
地
区
切
生
在
住
・
佐
々
木
清
幸
家
に
、
従
来
の
霜
崎
本
を
し
の

ぐ
優
れ
た
写
本
（
佐
々
木
本
と
名
付
け
る
（
を
発
見
し
た
。
ま
た
、
こ
の
他
に
、

旧
海
保
村
中
郷
地
区
の
鴇
矢
克
子
家
に
も
、
写
本
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
発

見
し
て
い
る
。
い
ず
れ
こ
れ
ら
の
諸
本
を
校
勘
し
て
、「
海
保
根
元
記
」
の
現
在

最
良
の
テ
キ
ス
ト
を
公
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
38
（ 

海
保
四
天
王
の
こ
と
。『
海
保
根
元
記
』
に
よ
る
と
、
海
保
四
天
王
と
は
、
安
房

郡
の
領
主
・
金か

な
ま
り余

左
衛
門
円
春
の
四
人
の
子
を
祖
と
す
る
家
々
の
こ
と
で
あ
る
。

金
余
円
春
が
山
本
左
衛
門
に
殺
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
金
余
円
春
の
四
人
の
子
は

逃
亡
し
た
も
の
の
、
山
本
左
衛
門
に
さ
ら
に
そ
の
行
方
を
追
わ
れ
た
た
め
、
海

保
ま
で
や
っ
て
き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
姓
を
矢
那
井
、
井
口
、
征
矢
、
北
島
と
代
え

た
の
だ
と
い
う
。

（
39
（ 

例
え
ば
、
中
谷
地
区
の
小
手
家
、
同
里
見
家
、
同
間
野
家
な
ど
の
こ
と
。

（
40
（ 

撰
者
が
「
數
世
を
歴
て
尚
お
微
し
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
当
家

は
江
戸
後
期
以
前
は
、
小
前
百
姓
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
家
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

（
41
（ 

株
式
会
社
千
葉
県
農
工
銀
行
編
「
大
地
主
調
（
拾
町
歩
以
上
（」
に
よ
れ
ば
、
大

正
九
年
当
時
の
民
太
郎
の
土
地
所
有
は
、
田
六
十
三
町
五
反
、
畑
十
八
町
、
山

林
な
ど
十
六
町
七
反
と
さ
れ
、
三
二
〇
人
の
小
作
を
擁
し
て
い
た
。

（
42
（ 

『
貴
族
院
多
額
納
税
者
議
員
互
選
人
名
簿
』
第
十
三
巻
（
千
葉
県
（、
御
茶
の
水

書
房
、
一
九
七
〇
、八
一
頁
。

（
43
（ 

桑
田
良
望
家
所
蔵
「
祖
先
伝
来
戒
名　

桑
田
姓
」
に
は
、「
俗
名
與
七
ト
称
ス
、

與
七
ノ
長
男
ニ
シ
テ
、
行
年
八
十
一
才
ニ
死
亡
ス
、
性
質
正
直
、
幼
ニ
シ
テ
父

母
ニ
別
レ
、
生
長
ノ
後
、
艱
難
辛
苦
勞
働
シ
、
一
代
ニ
シ
テ
相
應
ノ
財
産
ヲ
求

メ
テ
、
人
ノ
鏡
ト
ナ
レ
リ
、
実
ニ
中
興
ノ
先
祖
ト
云
フ
ベ
シ
（
下
略
（」（
句
点

筆
者
（
と
記
さ
れ
る
。

（
44
（ 

さ
ら
に
、
そ
の
金
を
元
手
に
株
を
買
い
、
そ
の
株
取
引
を
通
じ
て
、
資
産
を
一

層
増
や
し
て
い
っ
た
と
い
う
話
も
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
良
作
・
ヤ
ス
の
代
の
こ

と
だ
ろ
う
。

（
45
（ 

名
主
を
務
め
た
こ
と
は
『
市
原
市
史
』
資
料
集
（
近
世
編
３
上
（
一
四
一
頁
な

ど
に
基
づ
く
。

（
46
（ 

現
当
主
・
桑
田
良
望
氏
が
そ
の
祖
母
・
要よ

う

氏
か
ら
聞
い
た
話
だ
と
い
う
。

（
47
（ 

桑
田
良
作
は
、
天
保
十
五
年
九
月
十
二
日
生
（
桑
田
良
望
家
所
蔵
除
籍
謄
本
（、

明
治
四
十
年
十
二
月
十
九
日
没
、（
墓
誌
（。
右
記
「
祖
先
伝
来
戒
名　

桑
田
姓
」

に
は
、「
行
年
六
十
五
歳
」「
市
原
郡
東
海
村
海
保
中
谷
小
手
喜
太
郎
ノ
次
男
ニ

シ
テ
（
空
欄
（
年
与
惣
次
ノ
養
子
ト
ナ
リ
子
供
四
人
ア
リ
（
下
略
（」
と
記
さ
れ

る
。

（
48
（ 

伊
藤
祐
真
は
、
今
富
村
名
主
・
伊
藤
重
左
衛
門
貞
直
の
子
と
し
て
、
文
久
三
年

二
月
に
生
ま
れ
た
。
幼
少
か
ら
学
問
を
好
み
、
漢
学
を
小
貫
庸
徳
、
成
田
淡
堂
、

荻
野
月
瀬
、
小
永
井
岳
に
学
び
、
書
法
を
成
瀬
大
域
に
学
び
（『
総
房
人
物
論

誌
』
第
五
編
、
博
聞
館
、
明
治
二
十
六
年
（、
ま
た
大
河
原
菊
山
、
大
教
正
細
田

朝
義
に
五
行
学
を
学
ん
だ
（『
房
総
人
名
辞
書
』（。
海
上
村
長
を
長
く
務
め
、
さ

ら
に
郡
会
議
員
、
五
井
銀
行
取
締
役
な
ど
を
歴
任
し
た
（『
房
総
・
町
村
と
人

物
』（。
大
正
九
年
当
時
、
田
畑
山
林
な
ど
を
あ
わ
せ
て
、
七
十
一
町
歩
余
り
を

有
す
る
今
富
を
代
表
す
る
素
封
家
で
あ
っ
た
（
株
式
会
社
千
葉
県
農
工
銀
行
編

「
大
地
主
調
（
拾
町
歩
以
上
（」（。
昭
和
九
年
十
一
月
十
二
日
没
、
享
年
七
十
二

歳
、
榮
光
院
心
蓮
祐
嚴
居
士
（
旧
今
富
村
伊
藤
家
墓
地
伊
藤
祐
真
墓
誌
（。

キ
ー
ワ
ー
ド

亀
田
鶯
谷
、
中
島
撫
山
、
鴇
矢
鹿
門
、
亀
田
鵬
斎
、
市
原
照


